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市民の声

市政のここが聴きたい‼一般質問
決算を認定しました

第９回
特集！特集！



１
２

議会報告会の
資料や動画は
こちらから

・多様性を尊重し合う共生社会づくり条例
が制定されました。

・「あづみ野ランド」のプール施設を含め
た改修等を求める陳情書は不採択に。

・全面改修を行う市営穂高団地改修工事請
負契約が可決されました。

・最低賃金の改善等を求める意見書が提出
されました。

・保育・幼稚園業務の ICT 化に 4,132 万
円の予算が可決されました。

・18 歳まで医療費を給付するための条例
改正が可決されました。

その

その

・いつからか全体的に変わった。親しみやすさ、読み
やすさがある。

・あくまでダイジェストとして見る。
・トピックはうんちくがあってよい。
・印象深い記事は「市民の声」。

・漫画などがあってもよい。
・小中学生の子どもたちと一緒に見ることができる内容

なら読者が増える。
・年代別の市民の声の掲載を増やして。
・紙媒体は遅い、SNS の活用を。
・議会だよりはダイジェストでよい。データベースを

いかに充実させるかだ。

議会だよりを読んでみて…

これからの議会だよりについて

特集!
実会
場と
オン
ライ
ン

の同
時開
催！

自宅からでも参加OK！
　議会だよりモニター座談会を令和４年 7 月 24 日、市役
所にて開催しました。3 班のうち 1 班はオンライン班で、
全体で 10 人のモニターさんに参加いただきました。活発な
意見が交わされた様子を紹介いたします。
※写真撮影の際はマスクを外しました。

～第３回議会だよりモニター座談会～

議会広報特別委員会より
　子どもたちも一緒に見て考えることができる紙面、大切なことだと思います。情報発信のスピードも確かに課題
です。そして、よりスムーズなオンライン会議も… 頑張ります！！

　報告会に寄せられ
たご意見等について
議会で検討した内容
を、次号（第 69 号）
でお知らせします。

市民からは、
まだまだ遠い市議会議員と
いう存在。こうした議会から
市民に近づいていく工夫を、

さらにお願いしたいです。
（えみさん）

今回はいろんな
意見が聞けて楽しく座談会を

終えることができました。
（ジテンさん）

モニターの人数を
増やすことを考えてほしい。
モニターとして協力すると関
心が高まるので、いろんな人

が経験するといい。
（小山さん）

～第９回議会報告会～

参加された市民の皆さん

　第 9 回議会報告会を令和 4 年 7 月 23 日、市役所
にて開催しました。今回は実会場とオンラインの同時
開催で、合計 25 人（うちオンライン参加 10 人）の
市民の皆さんに参加いただきました。約 3 時間半の
長丁場となる中で、様々なご意見をいただきました。

平林　明 議長

福祉教育委員会　林 孝彦 委員長

総務環境委員会　小林 陽子 委員長

経済建設委員会　中村 今朝子 委員長

議長よりご挨拶！
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議案第97号	 固定資産評価審査委員会委員の
選任につき、石井喜博さんに同
意しました。

議案第98号	 人権擁護委員の推薦につき、

	 荒木元
はるこ

子さんを適任としました。

人事案件について

令和４年  ９月定例会

議
員
提
出
第
７
号

故
安
倍
晋
三
元
首
相
の
「
国
葬
」
中
止
を
求
め
る
意
見
書

議
案
第
70
号

令
和
４
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

否決

可決

可決

一般会計補正予算
（第３号）の主なもの

一般会計補正予算（第４号）
の主なもの

補正予算額13億６，２００万円
・安曇野赤十字病院に対する財政
支援	 ４，９８７万円

・子宮頸がんワクチン未接種者へ
の積極的勧奨実施

６，４０３万円

・配合飼料価格高騰の影響を受け
る畜産農家の事業継続支援

１，６５７万円

・重
しげみつせき

光堰等災害復旧事業
２億３，１４８万円

・小中学校の新型コロナウイルス感
染症対策消耗品、備品の購入

１，８２４万円

補正予算額６億８，４００万円
・オミクロン株に対応した新型コロナワ
クチン追加接種	 ２億９，４７３万円

・30％プレミアム付き商品券の発行事業
１億８，３０３万円

　令和4年9月1日から28日まで開催され、
報告６件、議案 33件、議員提出議案４件、
を審議しました。主な討論を紹介します。

陳情第 6 号
ANC アリーナのスケート
ボード・エリアの改善について

採　択

現状はスケートボードに適さず、初心者も安全に利用でき
る施設に改善するよう求める陳情趣旨でした。
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岡
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増
井 

裕
壽

　
在
職
期
間
憲
政
史
上
最
長
、
海
外

で
の
認
知
度
。
テ
ロ
は
許
さ
ぬ
断
固

た
る
姿
勢
を
表
す
国
葬
の
意
味
は
大

き
い
。

　
令
和
３
年
度
は
、
第
８
期
介
護
保

険
事
業
計
画
が
始
ま
り
、
介
護
保
険

料
が
５
８
０
０
円
に
値
上
が
り
し
、

合
併
当
時
の
２
倍
に
な
る
な
ど
の
改

悪
の
も
と
に
進
め
ら
れ
た
決
算
で
あ

る
。

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
予
約
申
し
込
み

支
援
事
業
は
、
全
国
的
に
膨
大
な
予

算
で
、
交
付
窓
口
の
強
化
や
２
万
円

の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
等
で
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
押
し
付
け
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
安
曇
野
赤
十
字
病
院
へ
の
５
千
万

円
支
援
の
効
果
は
、
短
期
借
入
金
が

25
億
円
や
医
療
事
業
収
支
の
赤
字
定

着
な
ど
、
事
業
の
継
続
性
が
直
ち
に

危
ぶ
ま
れ
る
状
態
で
は
、
限
定
的
で

あ
る
。
億
単
位
の
長
期
資
金
こ
そ
必

要
な
支
援
で
あ
る
。

　
外
国
に
対
し
国
葬
案
内
状
が
送
付

さ
れ
中
止
は
我
が
国
の
信
頼
を
損
な

う
。
信
頼
で
築
か
れ
た
各
国
と
の
関

係
を
国
内
問
題
で
失
う
影
響
を
懸
念

す
る
。

　
安
倍
政
権
は
、
日
本
経
済
に
多
大

な
る
貢
献
。
外
交
に
お
い
て
も
Ｇ
７

を
先
導
す
る
力
量
を
発
揮
し
て
世
界

の
平
和
を
国
際
社
会
に
強
く
ア
ピ
ー

ル
し
た
。
充
分
国
葬
に
値
す
る
。

　
最
長
の
首
相
在
職
期
間
。
対
米
、

対
露
外
交
の
巧
妙
さ
と
実
績
。
選
挙

中
の
蛮
行
に
遭
い
死
去
。
こ
れ
ら
国

葬
に
値
す
る
。

　
国
葬
反
対
、
賛
成
の
学
者
の
意
見

も
乱
立
し
て
い
る
が
、
内
閣
府
設
置

法
に
基
づ
き
国
葬
を
厳
粛
に
行
う
べ

き
。

　
16
億
円
に
も
上
る
国
葬
費
用
、
国

会
の
議
決
無
し
に
強
行
さ
れ
る
。
予

　
国
民
主
権
の
現
行
憲
法
下
に
お
い

て
は
一
国
民
に
過
ぎ
ず
、
国
葬
と
い

う
特
別
扱
い
は
民
主
主
義
国
家
に
ふ

さ
わ
し
く
な
い
。

　
国
葬
は
現
憲
法
下
に
お
い
て
法
的

根
拠
な
く
、
国
費
で
国
葬
を
行
う
こ

と
は
国
民
に
同
調
を
求
め
る
も
の
。

認
め
ら
れ
な
い
。

　
国
葬
法
が
な
く
、
国
会
の
審
議
経

ず
決
定
。
国
葬
と
な
ら
ば
弔
意
の
強

要
、
思
想
の
自
由
を
侵
害
の
恐
れ
。

国
民
の
過
半
数
が
国
葬
反
対
。

　
国
会
の
議
論
も
せ
ず
、
強
行
の
姿

勢
に
国
民
の
怒
り
が
燃
え
る
。円
安
、

生
活
苦
を
招
い
た
当
事
者
の
国
葬
中

止
は
当
然
で
あ
る
。

　
介
護
保
険
料
は
、高
齢
化
が
進
み
、

介
護
認
定
率
も
上
が
る
中
で
、
制
度

維
持
の
た
め
に
必
要
な
も
の
で
あ

る
。介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、

適
正
な
事
業
運
営
が
行
わ
れ
た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
よ
り
、
行

政
の
効
率
化
、市
民
の
利
便
性
向
上
、

公
平
・
公
正
な
税
や
社
会
保
障
制
度

が
実
現
さ
れ
る
。
押
し
付
け
る
も
の

で
な
く
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
で
家
計

も
助
か
る
。

　
市
民
病
院
的
役
割
を
果
た
し
て
い

る
病
院
へ
の
財
政
支
援
は
、
５
年
間

の
病
院
経
営
計
画
に
対
し
、
市
の
予

算
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
も
適
切
な
額

で
あ
り
、
政
策
的
医
療
の
公
費
支
出

を
伴
う
意
味
も
あ
る
た
め
、
妥
当
で

あ
る
。

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

暮らしと健康を守る 補正予算を追加

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

補正予算
審議

　
諸
外
国
の
要
人
が
弔
問
の
日
程
調

整
し
、
準
備
し
て
い
る
。
多
数
の
国

と
友
好
関
係
の
基
に
我
が
国
の
存
在

が
あ
り
、
中
止
は
考
え
ら
れ
な
い
。

国
葬
に
つ
い
て
は
、
法
的
根
拠
が
な
く
、
憲
法
に
保
障
さ
れ
た
内
心
の
自
由
を
侵
害
し
、
国
民
に
弔
意
を
強
制
す
る
恐

れ
が
あ
る
と
と
も
に
、
政
治
利
用
に
つ
な
が
る
と
の
懸
念
の
声
も
あ
り
、
多
く
の
国
民
か
ら
疑
問
と
反
対
の
声
が
上
が
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
国
葬
中
止
を
国
に
求
め
る
意
見
書
。

　
弔
問
外
交
を
機
能
さ
せ
、
安
全
保

障
の
確
保
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
調
達

と
、
国
益
に
沿
う
国
葬
の
意
義
は
大

き
い
。

算
執
行
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
議
会
人
と

し
て
考
え
ら
れ
な
い
。

議
案
第
95
号

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

議
案
第
81
号

令
和
３
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

※万円未満切り捨て

※万円未満切り捨て
認定

ページへ10
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ト
マ
ト
栽
培
施
設
の
譲
与
に

伴
う
補
助
金

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

環
境
汚
染

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

森
林
経
営
管
理
業
務

基
金
運
用

テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
事
業

職
員
管
理
は

無
償
貸
与
の
土
地
や
建
物
は

コ
ピ
ー
用
紙
の
使
用
状
況
は

市
税
等
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は

決
算
に
対
す
る
質
疑

決
算
に
つ
い
て
の
討
論

市
有
地
、
建
物
、
無
償
貸
与
の
土
地

や
建
物
は
あ
る
か
。
ま
た
、
使
用
貸

借
契
約
書
が
作
成
さ
れ
て
い
る
か
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
進
捗
状
況
は
。

利
用
し
た
課
税
分
の
割
合
は
。
今
後
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
手
数
料
が
コ

ン
ビ
ニ
手
数
料
よ
り
高
く
な
る
か
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
の
導
入
は
。

補
助
金
に
つ
い
て
、決
算
資
料
に
「
評

価
と
課
題
」
の
記
述
が
な
い
の
は
。

補
助
金
支
出
の
総
額
と
根
拠
評
価

は
。
今
後
も
同
様
の
予
算
執
行
は
あ

る
か
。

環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
に
あ
た
っ

て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
被
覆
加
工
し
た

肥
料
の
殻
が
流
出
す
る
環
境
汚
染
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
。
早
急
な
対
策

を
考
え
て
い
く
べ
き
で
は
。

不
登
校
児
童
生
徒
（
家
庭
）
に
、
教

育
費
の
経
済
支
援
が
必
要
で
は
。

こ
の
事
業
に
は
時
間
と
労
力
が
必
要

だ
。
も
っ
と
多
く
の
時
間
と
労
力
を

投
入
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

基
金
の
運
用
利
回
り
は
。

資
産
運
用
の
評
価
や
指
標
は
。

購
入
し
た
地
方
債
の
選
定
基
準
は
。

為
替
リ
ス
ク
へ
の
対
応
は
。

預
金
保
護
対
策
と
し
て
預
金
先
の
充

実
度
や
健
全
性
の
判
断
は
。

委
託
料
が
当
初
予
算
よ
り
減
っ
た
理

由
は
。

こ
の
事
業
で
流
用
の
多
い
理
由
は
。

委
託
を
続
け
る
な
ら
委
託
料
が
少
額

す
ぎ
な
い
か
。

交
付
税
措
置
の
な
い
市
単
経
費
の
今

後
の
見
通
し
は
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と

し
て
受
診
し
た
時
、
追
加
負
担
が
生

じ
る
が
、
市
民
へ
の
周
知
は
。

財
政
力
指
数
と
経
常
収
支
比
率
・
経

常
一
般
財
源
比
率
の
関
係
は
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
業
務
内
容
や

女
性
の
割
合
は
。

分
限
休
職
者
の
内
容
は
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
女
性
職
員
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
は
。

係
長
昇
任
試
験
の
「
や
る
気
」
は
、

何
を
も
っ
て
判
断
す
る
の
か
。

答答

答

答

答答答

答

答

答

答 答

問問問

問

問問問

問

問

問

問 問

無
償
で
使
用
賃
貸
契
約
は
35
件
。
全

て
の
契
約
書
に
お
い
て
作
成
。

全
庁
あ
げ
て
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21

で
取
り
組
み
、
職
員
向
け
に
周
知
し
、

両
面
印
刷
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

総
納
付
件
数
に
占
め
る
割
合
は
、
１・

37
％
。
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
今
後

注
視
し
て
い
く
。

令
和
５
年
４
月
か
ら
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
の
納
付
が
一
部
可
能
に
な

る
見
込
み
。

契
約
覚
書
に
基
づ
き
経
常
的
に
支
出

し
て
き
た
た
め
。

５
年
間
で
、
３
１
８
５
万
６
１
６
９

円
を
支
出
。
譲
与
契
約
に
関
し
必
要

経
費
と
し
て
、
正
当
な
判
断
で
あ
っ

た
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で

は
答
え
ら
れ
な
い
。

生
産
者
向
け
に
県
の
農
業
再
生
協
議

会
が
作
成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
内
で

被
覆
肥
料
の
被
膜
殻
流
出
防
止
対
策

の
お
願
い
を
し
て
い
る
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
の
事
業
者
か
ら

意
見
を
聴
取
し
、
検
討
し
て
い
る
。

今
後
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
、
安
曇

野
市
と
し
て
の
森
林
経
営
管
理
制
度

を
推
進
し
て
い
く
。

定
期
預
金
で
96
億
円
、
債
券
が

31
億
３
４
３
６
万
５
８
６
９
円
、
利

回
り
は
０・２
０
６
％
。

運
用
益
確
保
を
目
標
と
し
て
い
な
い

た
め
、
成
功
か
、
失
敗
か
の
是
非
及

び
評
価
は
し
て
い
な
い
。
指
標
も
設

け
て
い
な
い
。

資
産
運
用
方
針
に
基
づ
き
購
入
し
て

い
る
。

外
貨
普
通
預
金
や
外
国
債
券
で
の
運

用
は
し
て
い
な
い
。

格
付
評
価
は
し
て
い
な
い
が
、
自
己

資
本
比
率
は
確
認
し
て
い
る
。

市
職
員
が
直
接
監
理
を
行
っ
た
た

め
、
そ
の
分
が
委
託
料
か
ら
減
っ
た
。

い
ず
れ
の
予
算
流
用
も
緊
急
、
か
つ
、

や
む
を
得
な
い
場
合
で
あ
り
、
補

正
予
算
で
は
対
応
で
き
な
か
っ
た
た

め
。

委
託
先
か
ら
の
増
額
等
の
要
望
は
な

い
。

ほ
ぼ
同
じ
く
ら
い
で
推
移
す
る
と
見

込
ん
で
い
る
。

全
て
の
病
院
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
保
険
証
利
用
に
対
応
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
と
説
明
し
て
い

る
。

３
つ
の
指
標
は
そ
れ
ぞ
れ
意
味
が
違

う
が
、
健
全
財
政
を
維
持
し
て
い
く

上
で
は
、
共
通
の
指
標
で
あ
る
。

事
務
補
助
、
学
校
教
育
支
援
員
、
相

談
員
、
学
校
図
書
館
司
書
、
図
書

館
司
書
、
給
食
調
理
員
、
保
育
士
、

保
育
補
助
な
ど
。
女
性
の
割
合
は
、

92
・
３
％
。

分
限
処
分
を
受
け
た
８
人
の
内
訳

は
、
メ
ン
タ
ル
６
人
、
そ
れ
以
外
は

２
人
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
は
、
最
低
年
１

コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
つ
い
て

決
算
審
査
意
見
書
に
つ
い
て

岡
村 

典
明

竹
内 

秀
太
郎

井
出 
勝
正

　
公
共
交
通
で
市
内
巡
回
バ
ス
要
望
の
声

が
活
か
さ
れ
な
か
っ
た
。
人
権
啓
発
補
助

金
は
見
直
す
べ
き
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
国
民
保
険
証
や
口
座
ひ
も
つ
け
は
問

題
。
保
育
の
民
営
化
に
反
対
。
子
ど
も
第

一
を
出
発
点
に
。
穂
高
プ
ー
ル
解
体
は
農

地
回
復
費
か
ら
存
続
の
道
も
あ
っ
た
。
新

総
合
体
育
館
建
設
に
反
対
。
農
業
政
策
補

助
金
の
総
括
は
記
載
す
べ
き
。

　
公
共
交
通
デ
マ
ン
ド
あ
づ
み
ん
は
確
実

に
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
は
利
点
が
あ
り
、
選
択
の
自
由

が
あ
る
。
農
業
政
策
補
助
金
は
指
定
管
理

者
と
の
約
束
。
保
育
政
策
で
民
間
の
チ
カ

ラ
に
頼
る
の
は
よ
い
。

　

歳
入
が
、
５
０
０
億
３
千
３
百
万
円
。

歳
出
は
、
４
８
８
億
３
千
８
百
万
円
で
、

実
質
収
支
９
億
５
千
８
百
万
円
の
黒
字
。

穂
高
プ
ー
ル
解
体
は
、
少
子
化
・
利
用
減

で
維
持
負
担
が
大
き
く
な
る
こ
と
か
ら
、

廃
止
条
例
に
基
づ
く
執
行
だ
。
新
総
合
体

育
館
建
設
は
議
会
の
提
言
に
沿
い
規
模
・

投
資
額
を
見
直
し
適
正
に
執
行
さ
れ
た
。

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

反
対
の
意
見

令和３年度

議案第78号

決  算
一 般 会 計

　決算の認定とは、適正に予算が執行されたのか、その成果がどうで
あったのかを議会が評価することです。本定例会では、そのために多
くの質疑が行われました。また決算認定をして終わりではなく、その
後の市の予算編成への提案や、財政運営の一層の健全化を注視してい
くことが、議会に求められています。

歳
出　

４
８
８
億
３
８
３
９
万
２
千
円
を
認
定

　
　
　
　
　

９
億
５
８
０
３
万
６
千
円
の
黒
字
基
金
に

　
積
み
増
し

回
。
女
性
職
員
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

研
修
は
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

受
験
す
る
本
人
の
意
思
こ
そ
が
、
や

る
気
。

7 6
安曇野市議会だより    第 68 号AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2022.11.16安曇野市議会だより    第 68 号 AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2022.11.16



総
務
環
境
委
員
会
で
は
、付
託
さ
れ
た
令
和
３
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
を
含
む
議
案
４
件
を
９
月
16
日
に
、

令
和
４
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
１
件
を
９
月
28
日
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

総
務
環
境

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

（
総
務
環
境
委
員
会
所
管
事
項
）

令
和
３
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算

（
総
務
環
境
委
員
会
所
管
事
項
）

議案第70号

議案第78号

トピック

緊急放送を聞き逃したら

防災行政無線

フリーダイヤル

0120-271313
　緊急放送を聞き逃した場合は、安曇野市
防災行政無線テレフォンサービスで内容を
確認できます。また、あらかじめ登録いた
だくことで、安曇野市メール配
信サービスでも確認できます。

陳情が採択されました。私立高校の
授業料無償化（年収 590 万円未満
の世帯）が実現し、安曇野市から中
信地区私学 7 校へ進学した生徒は
令 和 3 年 度 509
人、 令 和 4 年 度
554 人 と 増 加 傾
向にあります。

　
決
算
に
関
す
る
質
疑
か
ら
　

　
契
約
事
務
に
つ
い
て
　
市
か
ら
報
告
　

　
一
般
会
計
補
正
予
算
に
関
す
る
質
疑
か
ら
　

ふ
る
さ
と
寄
附
の
返
礼
品
に
、
も
っ
と
安
曇
野

ブ
ラ
ン
ド
の
農
産
品
を
推
奨
し
て
は
ど
う
か
。

市
民
病
院
的
な
役
割
と
は
何
か
。

体
質
改
善
が
必
要
で
は
。
以
前
の
よ
う
に
福
祉

教
育
委
員
会
か
ら
１
人
、
運
営
協
議
会
に
派
遣

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

直
近
の
流
動
負
債
、
短
期
借
入
金
の
数
字
は
。

病
院
に
対
し
物
を
言
う
体
制
を
整
え
て
い
く
の

か
。

令
和
４
年
度
３
月
末
時
点
で
短
期
借
入
金
が

25
億
円
あ
る
が
、
詳
細
は
。

今
回
の
５
千
万
円
で
は
焼
け
石
に
水
で
は
。
資

金
繰
り
を
確
認
し
て
い
る
か
。

移
住
定
住
促
進
事
業
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度

の
成
果
は
。
人
口
増
減
の
状
況
は
。

穂
高
・
白
金
地
区
の
火
の
見
や
ぐ
ら
撤
去
に
予

算
が
付
い
て
い
る
が
、
数
あ
る
古
い
火
の
見
や

ぐ
ら
の
今
後
の
取
り
扱
い
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

減
債
基
金
と
借
換
債
の
発
行
に
つ
い
て
。

答答答

答答

答答

答

答

答

問問問

問問

問問

問

問

問

農
産
品
返
礼
希
望
の
寄
附
は
、
８
月
末
現
在
ま

で
に
８
０
１
万
円
。
全
体
の
金
額
に
占
め
る
割

合
は
7.8
％
。
い
か
に
こ
の
数
値
を
上
げ
る
か
が

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
な
の
で
、
農
産
物
利
用
の
商

品
開
発
等
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
病
床
確
保
や
、
発
熱
外
来
、

集
団
接
種
へ
の
協
力
等
。

経
営
改
善
に
向
け
て
努
力
さ
れ
て
い
る
と
報
告
を

受
け
て
い
る
。
運
営
協
議
会
委
員
に
つ
い
て
は
病

院
に
確
認
し
後
日
回
答
す
る
。

こ
の
場
で
は
回
答
で
き
な
い
。
５
年
後
に
は
財
政

を
立
て
直
す
と
聞
い
て
い
る
。

市
長
、
副
市
長
、
保
健
医
療
部
長
が
運
営
協
議
会

に
出
席
し
、
し
っ
か
り
助
言
す
る
。

把
握
し
て
い
な
い
。
確
認
し

た
い
。

あ
と
何
カ
月
、
ま
た
は
何
年
持
つ
の
か
と
い
う

と
こ
ろ
を
見
て
助
成
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

市
か
ら
の
経
営
参
画
が
始
ま
っ
て
い
る
。
今
後

も
必
要
な
支
援
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
れ
ば
協
議

し
て
い
く
。

令
和
３
年
の
人
口
社
会
増
は
前
年
よ
り
32
人
増
の

１
９
７
人
。
移
住
・
定
住
事
業
に
よ
る
増
加
数
は

22
世
帯
42
人
。
前
年
よ
り
減
っ
た
が
、
移
住
セ
ミ

ナ
ー
等
、
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
を
続
け
て
い
く
。

地
域
の
要
望
等
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
進
め
て
い
る

が
、
予
算
の
関
係
も
あ
り
、
危
険
な
も
の
、
古
い

も
の
、
不
用
に
な
っ
た
も
の
か
ら
、
計
画
的
に
撤

去
し
て
い
く
。
文
化
財
と
し
て
貴
重
な
も
の
も
あ

る
の
で
、
考
慮
し
な
が
ら
進
め
る
。

財
政
計
画
で
は
、
令
和
６
年
度
に
元
利
償
還
金
が

74
億
６
６
０
０
万
円
で
償
還
の
ピ
ー
ク
と
な
る
の

で
、
償
還
財
源
確
保
の
た
め
減
債
基
金
を
積
み
立

て
て
い
く
。
旧
合
併
特
例
事
業
債
は
借
換
え
な
い

場
合
、
70
％
交
付
税
措
置
さ
れ
る
の
で
、
残
り
の

30
％
が
市
の
負
担
だ
。
借
換
え
し
な
い
方
が
、
利

子
分
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
財
源
が
あ
る

と
き
に
は
借
換
え
ず
に
償
還
し
て
い
く
。

常任委員会報告

「私立高校に対する公費助
成をお願いする陳情書」

　
市
が
赤
十
字
病
院
へ
の
支
援
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
の
か
令
和
４
年
中
に
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
職

員
の
給
与
カ
ッ
ト
は
重
大
な
問
題
。
市
民
病
院
的
な
同

病
院
を
守
る
立
場
か
ら
賛
成
す
る
。

　
赤
十
字
病
院
は
赤
字
続
き
で
あ
り
、
運
営
協
議
会
は

十
分
に
機
能
し
て
い
な
い
よ
う
だ
。
市
民
の
意
見
・
要

望
を
受
け
入
れ
て
も
ら
い
、
開
か
れ
た
病
院
を
目
指
し

て
も
ら
い
た
く
、
支
援
に
賛
成
す
る
。

　
赤
十
字
病
院
の
方
で
は
５
年
後
へ
の
道
筋
が
立
っ
て

い
る
部
分
も
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
だ
け
の
赤
字
に
至
っ

た
原
因
を
潰つ

ぶ

す
必
要
は
あ
る
。
同
病
院
は
地
域
の
病
院

と
し
て
ず
っ
と
愛
さ
れ
て
き
た
経
緯
も
あ
り
、
支
援
に

賛
成
す
る
。

臼
井 

泰
彦

岡
村 

典
明

矢
澤 

毅
彦

橋
本 

裕
二

臼
井 

泰
彦

井
出 

勝
正

井
出 

勝
正

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

（
福
祉
教
育
委
員
会
所
管
事
項
）

令
和
３
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算

（
福
祉
教
育
委
員
会
所
管
事
項
）

議案第70号

議案第78号

福
祉
教
育

福
祉
教
育
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
３
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
を
含
む
議
案
10
件
、
請
願
２
件
、

陳
情
１
件
を
９
月
20
日
に
、
令
和
４
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
１
件
を
９
月
28
日
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

トピック

　

安
曇
野
赤
十
字
病
院
へ
の
助
成
金
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
答
弁
は
、
保
健
医
療
部
及
び
総
務
部
）

　
随
意
契
約
に
あ
た
り
仕
様
書
が
な
い
ま
ま
見
積
合
わ

せ
を
行
っ
て
い
た
問
題
に
つ
い
て
、
総
務
部
よ
り
次
の

よ
う
な
報
告
が
あ
っ
た
。

　
令
和
４
年
１
月
～
７
月
末
ま
で
で
、
仕
様
書
を
作
成

せ
ず
に
発
注
し
た
ケ
ー
ス
は
30
件
以
上
。
一
定
の
基
準

で
仕
様
書
が
な
い
ま
ま
の
見
積
合
わ
せ
は
認
め
ら
れ
て

い
る
も
の
の
、
仕
様
書
の
作
成
、
随
意
契
約
に
特
化
し

た
研
修
会
を
行
い
、
仕
様
書
作
成
の
徹
底
を
お
願
い
し

て
き
て
い
る
。

※
委
員
会
と
し
て
は
、「
お
願
い
」
だ
け
で
は
不
十
分

と
し
て
、
仕
様
書
が
な
い
ま
ま
発
注
し
て
重
大
な
結

果
を
招
い
て
い
る
事
案
に
つ
い
て
、
検
証
す
る
よ
う

求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
赤
十
字
病
院
へ
の
助
成
金
に
反
対
す
る
。
短
期
借
入
金

が
過
大
で
あ
る
同
病
院
が
真
に
必
要
と
す
る
の
は
長
期
資

金
で
あ
る
。こ
の
ま
ま
で
は
事
業
の
継
続
性
が
見
え
な
い
。

本
当
の
問
題
を
将
来
世
代
に
先
送
り
し
て
い
る
。

　
認
定
こ
ど
も
園
の
一
部
民
営
化
に
は
保
護
者
等
か
ら

反
対
の
意
見
が
あ
り
、
地
域
団
体
も
納
得
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
三
郷
西
部
認
定
こ
ど
も
園
の
民
営
化
説

明
会
に
納
得
で
き
な
い
た
め
、
反
対
す
る
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
れ
ば
２
万
円
分
の
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
す
る
と
い
う
国
の
や
り
方
や
、
そ
の
た
め
の
窓

　
公
共
交
通
政
策
で
、
周
遊
バ
ス
や
巡
回
バ
ス
に
は
今
後

取
り
組
ま
な
い
と
決
め
た
こ
と
や
、
特
定
団
体
へ
の
補
助

金
の
問
題
も
認
め
ら
れ
な
い
。

口
事
務
に
人
員
を
増
や
す
た
め
の
１
４
０
万
円
余
の
補
正

予
算
に
は
反
対
。

ペ
ー
ジ
へ

４
・
６
・
７
・
11ペ

ー
ジ
へ

４
・
７
・
11
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常任委員会報告

　
ト
マ
ト
菜
園
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
期
間
を
５
年
残

し
、
市
の
都
合
で
契
約
を
解
除
し
た
。
建
物
を
無
償
譲

渡
し
、
さ
ら
に
固
定
資
産
税
を
市
が
負
担
す
る
こ
と
に

は
反
対
す
る
。

　
市
営
プ
ー
ル
存
続
を
求
め
た
署
名
は
、
１
万
１
４
０

０
筆
を
超
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
廃
止
が
決
ま
っ
た
。

民
意
を
聞
か
ず
プ
ー
ル
を
廃
止
し
、
解
体
へ
と
進
め
た

や
り
方
に
反
対
す
る
。松

枝 

功

猪
狩 

久
美
子

賛
成
の
意
見

令
和
３
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算

（
経
済
建
設
委
員
会
所
管
事
項
）

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

（
経
済
建
設
委
員
会
所
管
事
項
）

議案第78号

議案第70号

陳情第６号

反
対
の
意
見

Ａ
Ｎ
Ｃ
ア
リ
ー
ナ
の
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
・
エ
リ

ア
の
改
善
に
つ
い
て

経
済
建
設

新
入
口
の
設
置
と
拡
張
に
つ
い
て
は
。
夜
間
利

用
が
可
能
で
あ
れ
ば
照
明
も
必
要
で
は
な
い
か
。

指
定
管
理
は
Ａ
Ｎ
Ｃ
な
の
か
。
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
専
用
か
。
ど
こ
ま
で
拡
張
が
可
能
な
の
か
。

臨
時
駐
車
場
部
分
へ
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
・
エ
リ

ア
を
広
げ
る
と
な
る
と
、
国
か
ら
の
補
助
金
の

使
途
目
的
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
、
補
助
金
の

返
還
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

答答答 問問問
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
、
周
辺
の
居
住
者
へ

の
環
境
に
配
慮
す
る
中
で
、
検
討
し
て
い
く
。

指
定
管
理
者
と
の
調
整
に
な
る
。
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
専
用
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
意
見
を
聞
き

検
討
す
る
。
拡
張
に
つ
い
て
も
同
様
だ
。

フ
ェ
ン
ス
を
取
る
と
な
っ
た
場
合
、
補
助
金
返

還
と
な
る
。
で
き
る
だ
け
補
助
金
返
還
と
な
ら

な
い
よ
う
に
検
討
す
る
。

トピック

ファインビュー室山、
　　　ほりでーゆ～四季の郷
　令和３年度に公募した結果、応募がなかった
ため、再公募することになりました。

〈条件等〉
　・経営ノウハウのある法人
　・株式譲渡の希望価格 1 株５万円
　・従業員の雇用を原則継続する
　・宿泊・宴会・日帰り入浴事業を継続する

公募期間：令和４年 9 月 30 日～ 12 月 9 日

経
済
建
設
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
３
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
を
含
む
議
案
19
件
、
陳
情
１
件
を

９
月
21
日
に
、
令
和
４
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
１
件
を
９
月
28
日
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

　

商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
へ
の
質
問
　

      人事
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

97号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意

98号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
について 適任

      産業・経済・観光・水道
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

67号 安曇野市体育施設条例の一部を改正する条例

原案
可決

74号 令和４年度安曇野市産業団地造成事業特別会計補正
予算（第１号）

75号 令和４年度安曇野市有明荘特別会計補正予算（第１
号）

76号 令和４年度安曇野市水道事業会計補正予算（第１号）

77号 令和４年度安曇野市下水道事業会計補正予算（第１
号）

82号 令和３年度安曇野市上川手山林財産区特別会計歳入
歳出決算の認定について

認定

83号 令和３年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計歳入
歳出決算の認定について

84号 令和３年度安曇野市有明山林財産区特別会計歳入歳
出決算の認定について

85号 令和３年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計歳
入歳出決算の認定について

86号 令和３年度安曇野市穂高山林財産区特別会計歳入歳
出決算の認定について

87号 令和３年度安曇野市産業団地造成事業特別会計歳入
歳出決算の認定について

88号 令和３年度安曇野市有明荘特別会計歳入歳出決算の
認定について

89号 令和３年度安曇野市水道事業会計利益の処分及び決
算の認定について

原案
可決
及び
認定90号 令和３年度安曇野市下水道事業会計利益の処分及び

決算の認定について

93号 市道の認定について
原案
可決

94号 地区土地利用計画について

      健康・福祉・教育
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

68号 安曇野市文化振興基金条例

原案
可決

69号 安曇野市博物館条例の一部を改正する条例

71号 令和４年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）

72号 令和４年度安曇野市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第１号）

73号 令和４年度安曇野市介護保険特別会計補正予算（第
１号）

79号 令和３年度安曇野市国民健康保険特別会計歳入歳出
決算の認定について

認定80号 令和３年度安曇野市後期高齢者医療特別会計歳入歳
出決算の認定について

81号 令和３年度安曇野市介護保険特別会計歳入歳出
決算の認定について

      陳情
陳情
番号 件　　　　　　　名 結果

5号 私立高校に対する公費助成をお願いする陳情書
採択

6号 ANC アリーナのスケートボード・エリアの
改善について

      総務・政策・財政・環境
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

66号 安曇野市職員の育児休業等に関する条例の一部を改
正する条例 原案

可決
70号 令和４年度安曇野市一般会計補正予算

（第３号）

78号 令和３年度安曇野市一般会計歳入歳出
決算の認定について 認定

91号 市有財産の処分について（安曇野市消防団第 12 分
団第３部第２班詰所建物の譲与）

原案
可決

92号 市有財産の処分について（安曇野市南小倉林業研修
集会施設土地及び建物の譲与）

95号 令和４年度安曇野市一般会計補正予算（第４号）

96号 令和２年度農業用施設災害復旧事業豊科光地区犀川
堰堤復旧工事変更請負契約について

      報告事項
報告
番号 件　　　　　　　名 結果

19号 令和３年度決算に基づく安曇野市健全化判断比率に
ついて

受理

20号 令和３年度決算に基づく安曇野市産業団地造成事業
特別会計資金不足比率について

21号 令和３年度決算に基づく安曇野市有明荘特別会計資
金不足比率について

22号 令和３年度決算に基づく安曇野市水道事業会計、安
曇野市下水道事業会計資金不足比率について

23号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告に
ついて（公用車事故に関すること）

24号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告に
ついて（道路事故に関すること）

      議員提出議案
提出
番号 件　　　　　　　名 結果

7号 故安倍晋三元首相の「国葬」中止を求める
意見書

原案
否決

8号 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める
意見書

原案
可決9号 国の責任による 35 人学級推進と、教育予算の増額

を求める意見書

10号 私立高校への公費助成に関する意見書

９月定例会で審議した結果です

      請願
請願
番号 件　　　　　　　名 結果

1号 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める
請願書

採択
2号 国の責任による 35 人学級推進と、教育予算の増額を

求める請願書

令和４年 ９月定例会

農
林
部
か
ら
の
説
明
…
畜
産
振
興
事
業
に
つ
い
て

　
配
合
飼
料
の
価
格
高
騰
で
畜
産
農
家
の
経
営
に
大
き

な
影
響
が
出
て
い
る
。
畜
産
農
家
の
経
営
継
続
の
た
め

の
一
部
補
助
と
し
て
１
５
３
５
万
５
千
円
を
予
算
計

上
す
る
。
乳
牛
・
肉
牛
１
頭
３
７
０
０
円
、
豚
１
頭

１
１
０
０
円
、
鶏
１
羽
30
円
。

　
補
助
対
象
者
は
、
市
内
で
畜
産
業
を
営
む
個
人
ま
た

は
法
人
。
国
の
配
合
飼
料
価
格
安
定
制
度
に
加
入
す
る

者
。

ANC アリーナの
スケートボード場

　
信
頼
関
係
の
も
と
、
10
年
間
の
約
束
で
指
定
管
理
を

受
け
て
い
た
だ
い
た
も
の
を
市
の
都
合
で
５
年
目
に
解

消
し
て
施
設
を
譲
っ
た
。
市
は
支
出
に
筋
を
通
す
べ
き

で
補
助
金
を
出
し
て
き
た
こ
と
に
賛
成
す
る
。

　
当
時
、
市
営
プ
ー
ル
存
続
の
陳
情
趣
旨
は
承
知
で
き

る
意
見
が
多
か
っ
た
。
代
替
え
の
施
設
に
つ
い
て
は
あ

き
ら
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し
、
プ
ー
ル
閉
鎖
の

議
案
は
賛
成
多
数
で
決
定
し
た
こ
と
だ
。

経営移譲の再公募

ページへ5.10

ページへ

ページへ

ページへ

ページへ

ページへ

4

4

９

5

5

ページへ6～10

ページへ４.8～10

ペ
ー
ジ
へ

６
・
７
・
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９月
定例会 市政のここが聴きたい!! 令和４年  ９月定例会

※
各
議
員
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
動
画
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

食
に
携
わ
る
人
や
命
に
思
い
を
寄
せ
る

心
を
育
ん
で
い
る
。
地
産
地
消
に
つ
い

て
は
、
米
は
全
て
安
曇
野
産
を
使
用
す

る
な
ど
、
安
曇
野
産
品
及
び
長
野
県
産

品
の
食
材
を
優
先
的
に
取
り
入
れ
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
児
童
生
徒
た
ち
の
住

ん
で
い
る
地
域
の
食
材
を
使
い
な
が
ら
、

生
産
者
と
児
童
生
徒
の
交
流
も
行
っ
て

き
た
。
今
後
、
こ
の
取
り
組
み
を
市
内

全
域
で
推
進
す
る
と
と
も
に
、
４
セ
ン

タ
ー
体
制
を
維
持
し
、
給
食
を
教
育
の

一
環
と
し
て
捉
え
、
安
曇
野
型
食
育
を

構
築
し
て
い
き
た
い
。

地域食材を提供する
「ほりがね物産センター」と JA あづみ

　
問	

令
和
４
年
４
月
か
ら
学
校
給
食
課
を
設

け
た
が
、
安
曇
野
市
立
小
中
学
校
の
将

来
構
想
を
踏
ま
え
た
新
た
な
食
育
の
推

進
状
況
を
伺
う
。

教
長	

同
一
地
域
の
小
中
学
校
が
継
続
的
に
食

育
や
地
域
の
生
産
者
と
の
関
わ
り
を
深

め
る
た
め
、
給
食
提
供
が
同
一
給
食
セ

ン
タ
ー
か
ら
早
期
に
実
現
で
き
る
よ
う

に
、学
校
給
食
課
、学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、

学
校
に
お
い
て
現
在
調
整
し
て
い
る
。

　
問	

食
育
と
地
産
地
消
に
つ
い
て
、
こ
れ
か

ら
の
抱
負
を
伺
う
。

市
長	

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
安
曇
野
市
学

校
給
食
理
念
（
目
標
）
を
制
定
し
、
学

校
給
食
法
に
定
め
る
目
的
や
目
標
を
達

成
す
る
た
め
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

な
か
で
も
、
食
育
と
地
産
地
消
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
私
の
公
約
に
も
掲
げ
て

お
り
、
食
に
つ
い
て
は
、
給
食
を
通
じ

て
健
全
な
食
生
活
の
大
切
さ
、
安
曇
野

の
食
文
化
の
大
切
さ
を
児
童
生
徒
や
家

庭
と
も
共
有
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
食
育
の
一
環
と
し
て
、
食
材
生

産
者
、
加
工
や
調
理
等
に
関
わ
る
人
、

そ
し
て
地
域
の
人
々
と
の
交
流
を
行
い
、

安
曇
野
型
食
育
を
４
セ
ン
タ
ー

維
持
の
も
と
に
構
築

会派 あづみ野
一志 信一郎

　
問	

安
曇
野
市
に
お
け
る
平
均
寿
命
と
健
康

寿
命
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健	

平
均
寿
命
は
男
性
82
・
８
歳
、
女
性
88
・

４
歳
。
健
康
寿
命
は
男
性
81
・
２
歳
、

女
性
85
・
１
歳
。

　
問	

本
市
の
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
状
態
）
対
象

者
は
何
人
か
。
ま
た
、
対
象
者
の
ピ
ー

ク
は
何
年
後
で
、
何
人
に
な
る
か
。

保
健	

本
市
で
は
把
握
し
て
い
な
い
。
全
国
的

な
調
査
か
ら
推
計
す
る
と
、
65
歳
以
上

人
口
の
８
％
、
２
４
４
６
人
と
推
計
さ

れ
る
。ピ
ー
ク
は
65
歳
以
上
人
口
が
ピ
ー

ク
に
な
る
２
０
４
５
年
で
、
２
６
０
０

人
と
推
計
さ
れ
る
。

　
問	

フ
レ
イ
ル
対
象
者
の
要
因
別
割
合
と
予

防
対
策
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健	

身
体
的
フ
レ
イ
ル
が
約
７
割
、
精
神
・

心
理
的
フ
レ
イ
ル
が
約
３
割
、
社
会
的

フ
レ
イ
ル
が
約
１
割
。
対
象
者
２
４
２

人
に
対
し
て
ほ
ぼ
全
員
に
個
別
支
援
を

実
施
し
た
。

福
祉	

後
期
高
齢
者
質
問
表
を
用
い
て
、
健
康

教
育
に
よ
る
知
識
の
普
及
、
介
護
予
防

事
業
で
は
９
種
類
の
教
室
と
出
前
講
座

を
実
施
し
て
い
る
。

　
問	

内
閣
府
で
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
と
は
、
大
学
な
ど
教
育
機
関
の
本
部

か
ら
地
理
的
に
離
れ
た
場
所
に
設
置
さ

れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
い
る
。
市
長

が
選
挙
公
約
と
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ

ン
パ
ス
の
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長	

私
が
公
約
し
た
芸
術
系
大
学
の
サ
テ
ラ

イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
従
来
型
と
は
異

な
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を
建
設
し
、
そ
こ

に
学
生
が
常
時
通
学
す
る
も
の
は
考
え

て
い
な
い
。
学
生
が
夏
の
一
定
期
間
、

安
曇
野
の
自
然
や
文
化
に
触
れ
、
創
作

を
行
う
も
の
で
あ
る
。

健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
に

フ
レ
イ
ル
予
防
の
充
実
を

会派 あづみ野
竹内 秀太郎

地域住民の活動「飯田学校」で
あづみの体操（フレイル予防）

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
と
は

い
。
今
後
に
つ
い
て
は
費
用
対
効
果
に

加
え
、
災
害
時
の
有
効
性
、
さ
ら
に
脱

炭
素
な
ど
も
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

　
問	

街
路
灯
の
撤
去
費
用
の
補
助
額
を
増
や

す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

商
工	

撤
去
費
用
補
助
金
の
補
助
率
の
見
直
し

を
検
討
し
て
い
く
。

　
問	

街
路
灯
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
。

商
工	

今
後
、
管
理
す
る
安
曇
野
市
街
路
灯
管

理
団
体
や
商
工
会
な
ど
、
関
係
機
関
の

皆
さ
ん
に
現
状
を
聞
き
な
が
ら
一
緒
に

考
え
、
協
議
す
る
場
を
設
け
て
い
き
た

い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

政和クラブ
辻谷 洋一

街
路
灯
と
防
犯
灯
に
つ
い
て

　
問	

市
内
の
街
路
灯
の
状
況
に
つ
い
て
。

商
工	

街
路
灯
管
理
団
体
は
、
穂
高
地
域
に
６

	

団
体
、
明
科
地
域
に
４
団
体
、
豊
科
地

	

域
に
８
団
体
。
街
路
灯
は
合
計
で
４
７

	

８
本
あ
る
。
内
訳
と
し
て
、
豊
科
地
域

１
６
５
本
、
穂
高
地
域
２
４
０
本
、
明

科
地
域
73
本
と
な
っ
て
い
る
。

　
問	

防
犯
灯
の
設
置
数
は
各
地
域
に
何
基
あ

る
か
。
う
ち
ソ
ー
ラ
ー
仕
様
の
防
犯
灯

は
い
く
つ
あ
る
か
。

生
活	

防
犯
灯
設
置
数
は
、
豊
科
地
域
２
４
６

	

２
基
、
穂
高
地
域
２
７
２
３
基
、
三
郷

	

地
域
１
６
５
１
基
、
堀
金
地
域
１
０
４

	

７
基
、
明
科
地
域
９
８
７
基
の
合
計
８

	

８
７
０
基
。
う
ち
ソ
ー
ラ
ー
防
犯
灯
は

豊
科
地
域
７
基
、
穂
高
地
域
５
基
、
三

郷
地
域
３
基
、
堀
金
地
域
10
基
の
合
計

25
基
。

　
問	

ソ
ー
ラ
ー
仕
様
の
防
犯
灯
は
数
が
少
な

い
が
、
何
か
理
由
が
あ
る
の
か
。
災
害

時
に
も
、
役
に
立
つ
と
思
う
が
、
今
後

増
設
し
て
い
く
計
画
は
あ
る
の
か
。

生
活	

ソ
ー
ラ
ー
仕
様
の
防
犯
灯
は
設
置
及
び

バ
ッ
テ
リ
ー
交
換
に
多
額
の
経
費
を
要

す
た
め
、
こ
こ
数
年
は
設
置
し
て
い
な

約 40 年前に設置された街路灯の
フラッグ交換をする商工会青年部員

全議案のうち賛否が分かれた議案等
○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　除：除斥　　退：退席　　議：議長

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

議案等
番号 議決日 議決

結果

矢
澤
　
毅
彦

中
村
　
芳
朗

大
竹
　
啓
正

増
井
　
裕
壽

岡
村
　
典
明

辻
谷
　
洋
一

橋
本
　
裕
二

臼
井
　
泰
彦

小
林
　
陽
子

松
枝
　
　
功

竹
内
秀
太
郎

中
村
今
朝
子

林
　
　
孝
彦

井
出
　
勝
正

増
田
望
三
郎

猪
狩
久
美
子

召
田
　
義
人

内
川
　
集
雄

宮
下
　
明
博

小
林
　
純
子

一
志
信
一
郎

平
林
　
　
明

議　案
第70号

令和４年度安曇野市一般会計補正予算
（第３号） ９／28 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 議

議　案
第78号

令和３年度安曇野市一般会計歳入歳出
決算の認定について ９／28 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 議

議　案
第81号

令和３年度安曇野市介護保険特別会計歳
入歳出決算の認定について ９／28 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 議

議員提出
第７号

故安倍晋三元首相の「国葬」中止を求め
る意見書 ９／15 原案

否決 ○ × × × × × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ × 議

議員名

議案名

９月定例会で審議した結果です

一 般 質 問

令
和
４
年
７
月
15
日
付　

　
内
川　
集
雄

　
（
会
派 

あ
づ
み
野
→
無
所
属
）

令
和
４
年
７
月
31
日
付　

無
会
派
（
会
派
）
解
散

（
左
記
所
属
４
議
員
→
無
所
属
）

　
小
林　
純
子

　
増
田　
望
三
郎

　
橋
本　
裕
二　

　
増
井　
裕
壽

会
派
の
変
更
に
伴
い

（
◎
：
委
員
長　
〇
：
副
委
員
長
）

議
会
運
営
委
員
会

◎ 
松
枝 
功

〇 

中
村 
今
朝
子

 

小
林 

陽
子 
／ 
竹
内 

秀
太
郎

 

林　

 

孝
彦 
／ 
猪
狩 

久
美
子

 

宮
下 

明
博 

／ 
小
林 
純
子

議
会
広
報
特
別
委
員
会 

◎ 

小
林 

純
子

〇 

辻
谷 

洋
一

 

矢
澤 

毅
彦 

／ 

大
竹 

啓
正

 

岡
村 

典
明 

／ 

橋
本 

裕
二

 

臼
井 

泰
彦 

／ 

中
村 

今
朝
子

 

井
出 

勝
正 

／ 

猪
狩 

久
美
子

議
会
改
革
推
進
委
員
会

◎ 

井
出 

勝
正

〇 

岡
村 

典
明

 

中
村 

芳
朗 

／ 

大
竹 

啓
正

 

臼
井 

泰
彦 

／ 

松
枝 

功

 

林　

 

孝
彦 

／ 

宮
下 

明
博

会
派
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た

委
員
会
構
成
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
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９月
定例会 市政のここが聴きたい!!

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

一 般 質 問

※
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
…
家
事
も
育
児
も
心
配
ご
と
も
、
ま
る
ご
と
相
談
で
き
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
こ
と
。

　
問	

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の
導
入
で
需
要
が
増
す

で
あ
ろ
う
デ
マ
ン
ド
交
通
あ
づ
み
ん
。

ド
ア
ツ
ー
ド
ア
の
送
迎
は
持
続
可
能
か
。

バ
ス
停
方
式
で
運
行
効
率
を
上
げ
る
可

能
性
は
。
交
通
弱
者
へ
は
タ
ク
シ
ー
券

の
配
布
が
あ
る
。

政
策	

移
動
が
難
し
い
人
に
配
慮
し
、ド
ア
ツ
ー

ド
ア
は
継
続
す
る
。

　
問	

土
日
や
夜
間
の
運
行
は
。

政
策	

令
和
４
年
11
月
よ
り
土
曜
日
の
試
験
運

行
が
始
ま
る
。
令
和
５
年
度
に
、
19
時

頃
ま
で
の
夜
間
試
験
運
行
を
検
討
。

　
問	

自
転
車
で
通
行
可
能
な
歩
道
に
市
独
自

の
自
転
車
マ
ー
ク
を
２
０
０
メ
ー
ト
ル

間
隔
等
で
ペ
イ
ン
ト
し
て
は
ど
う
か
。

生
活	

警
察
、
公
安
委
員
会
等
と
協
議
す
る
。

　
問	

家
畜
排
せ
つ
物
と
事
業
系
生
ご
み
を
原

料
と
す
る
、
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
プ
ラ
ン

ト
建
設
の
実
現
可
能
性
を
調
査
し
て
は

ど
う
か
。
建
設
費
は
補
助
金
や
ゴ
ミ
処

理
費
用
の
削
減
等
で
賄ま

か
なえ
る
。
ま
た
太

陽
光
発
電
の
3.5
倍
の
価
格
で
の
固
定
買

取
制
度
が
あ
り
多
額
の
収
益
が
あ
が
る
。

	

年
間
発
電
量
は
電
気
自
動
車
で
３
５
０

	

０
万
㎞
走
行
で
き
る
ほ
ど
で
、
買
取
制

度
終
了
後
も
24
時
間
安
定
し
た
電
源
と

な
る
。
有
機
液
肥
も
生
成
さ
れ
る
。

農
林	

原
料
の
確
保
、
施
設
整
備
コ
ス
ト
、
大

量
生
産
さ
れ
る
液
肥
の
供
給
先
等
、
課

題
が
多
く
時
期
尚
早
。

生
活	

ゴ
ミ
減
量
化
の
施
策
に
反
す
る
。
用
地

確
保
や
送
電
線
へ
の
接
続
が
課
題
。
固

定
価
格
買
取
制
度
に
頼
れ
ば
持
続
可
能

な
運
営
が
で
き
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
に
な
ら
な
い
。
ゴ
ミ
を
原
料
と

す
る
同
施
設
は
必
要
な
い
。

あ
づ
み
ん
、
自
転
車
道
、

三
郷
悪
臭
問
題
に
つ
い
て

無所属
橋本 裕二

バス停方式のデマンド交通。ありか？なしか？

政和クラブ
中村 芳朗

　
問	

通
学
路
の
危
険
箇
所
の
解
消
、市
民（
区
）

か
ら
要
望
の
あ
る
生
活
道
路
の
改
修
・

維
持
補
修
、
幹
線
道
路
の
渋
滞
解
消
に

つ
い
て
、
基
本
的
な
考
え
は
。

市
長	

安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
の

実
現
に
向
け
て
、
通
学
路
は
、
公
安
委

員
会
・
教
育
委
員
会
な
ど
と
連
携
し
、

合
同
点
検
を
実
施
。
そ
の
結
果
に
基
づ

き
歩
道
・
交
差
点
改
良
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
用
地
買
収
を
要
す
る
こ
と
か
ら

地
権
者
と
の
交
渉
に
苦
慮
し
て
い
る
箇

所
も
あ
る
。
市
民
の
協
力
、
市
議
会
議

員
の
尽
力
も
お
願
い
し
た
い
。市
民(

区)

か
ら
要
望
の
あ
る
生
活
道
路
の
改
良
や

維
持
は
、緊
急
性・安
全
性
等
を
考
慮
し
、

順
次
進
め
て
い
る
と
と
も
に
、
職
員
に

よ
る
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
も
実
施
し
、
日

頃
か
ら
道
路
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い

る
。
幹
線
道
路
な
ど
の
渋
滞
解
消
に
つ

い
て
は
、
交
差
点
改
良
、
信
号
制
御
に

よ
る
対
応
、
ま
た
は
通
過
交
通
対
策
な

ど
が
考
え
ら
れ
、
関
係
す
る
公
安
委
員

会
・
県
・
国
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
問	

通
学
路
と
な
っ
て
い
る
、
三
郷
小
学
校

南
の
県
道
と
の
交
差
点
は
衝
突
事
故
が

多
く
、
信
号
機
の
設
置
要
望
が
あ
り
、

計
画
中
と
聞
く
が
進
捗
状
況
は
。

建
設	

交
差
点
改
良
及
び
信
号
機
設
置
の
計
画

案
を
作
成
し
、
信
号
機
の
設
置
位
置
や

待
避
所
な
ど
、
県
安
曇
野
建
設
事
務
所

や
公
安
委
員
会
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
関
係
地
権
者
と
の
話
し
合
い

を
進
め
早
期
完
成
を
目
指
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
通
学
路
の
点
検
内
容
等
に
つ
い
て

〇
黒
沢
川
の
洪
水
対
策
の
進
捗
状
況

〇
広
域
農
道
安
曇
野
線
や
国
道
と
の
交
差
点
の

渋
滞
対
策
に
つ
い
て　
他

広域農道安曇野線の渋滞状況

安
心
・
安
全
な
街
づ
く
り

通
学
路
等
道
路
整
備
に
つ
い
て

　
問	

令
和
５
年
度
以
降
、
東
京
芸
術
大
学
生

が
滞
在
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
拠
点
に

つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、「
ア
ウ
ト
ド
ア
ス

ポ
ー
ツ
の
聖
地
を
目
指
す
」
か
ら
、
カ

ヌ
ー
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長	

一
案
と
し
て
、
市
内
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

に
泊
ま
っ
て
も
ら
う
。
具
体
的
に
は
こ

の
先
の
協
議
に
よ
る
。
ア
ウ
ト
ド
ア
ス

ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
な
る
施
設
の
整
備
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
問	

社
協
豊
科
支
部
の
南
側
に
あ
る
弓
道
場

の
利
用
状
況
、
施
設
状
況
を
伺
う
。

商
工	

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
時
期
を

見
計
ら
い
な
が
ら
安
全
性
、
機
能
維
持

の
修
繕
を
行
う
。

　
問	

今
後
、
弓
道
場
の
新
設
計
画
は
。

商
工	

新
た
に
弓
道
場
を
建
設
す
る
計
画
は
な

い
。
施
設
の
重
要
性
や
利
用
状
況
な
ど

総
合
的
に
検
討
し
た
上
で
、
改
修
、
新

築
な
ど
今
後
の
方
針
を
考
え
て
い
く
。

　
問	

子
ど
も
食
堂
の
活
動
に
、
市
と
し
て
ど

の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
か
。

福
祉	

単
に
食
事
を
提
供
す
る
場
で
は
な
く
、

学
習
支
援
や
交
流
が
で
き
る
場
所
に
な

る
よ
う
、
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　
問	

三
郷
以
外
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の

長
寿
命
化
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉	

指
定
管
理
を
実
施
し
て
い
る
社
協
と
協

議
の
上
進
め
る
。
社
協
の
保
有
施
設
も

協
議
を
し
な
が
ら
考
え
る
。

　
問	

一
定
の
団
体
、
組
織
に
は
、
清
掃
活
動

に
関
し
て
、
市
の
ご
み
袋
の
支
給
が
あ

る
よ
う
だ
が
、
個
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
は
な
い
。
今
後
の
対
応
は
。

生
活	

個
人
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
仕
組
み
づ

く
り
を
今
後
研
究
す
る
。

地
域
経
済
を
循
環
さ
せ
る

方
策
に
つ
い
て

会派 あづみ野
岡村 典明

豊科弓道場　新設を望む声がある

福
祉
・
保
健
医
療
か
ら
全
世
代
を
支
援

　
問	

肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業
の
支
給
要
件

に
、
化
学
肥
料
の
使
用
量
低
減
に
取
り

組
む
柔
軟
な
対
応
や
、
事
務
手
続
き
の

簡
素
化
等
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
農

家
に
対
す
る
丁
寧
な
説
明
が
必
要
と
考

え
る
が
、
市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

農
林	

事
業
の
仕
組
み
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、

参
加
農
業
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
は

丁
寧
な
説
明
に
努
め
る
。

　
問	

５
戸
以
上
の
農
業
者
グ
ル
ー
プ
で
な
い

と
申
請
が
で
き
な
い
。
１
戸
の
農
家
で

も
補
助
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

農
林	

市
の
支
援
に
つ
い
て
は
今
す
ぐ
に
実
施

で
き
る
状
況
に
は
な
い
が
、
今
後
の
肥

料
価
格
の
推
移
に
注
目
し
、
状
況
に
応

じ
た
対
応
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
問	

鳥
獣
害
対
策
で
、
動
物
駆
逐
用
煙
火　

（
追
い
払
い
花
火
）
が
効
果
が
あ
る
と
聞

い
た
。
使
用
購
入
す
る
た
め
に
は
保
安

講
習
会
を
受
講
し
手
帳
を
取
得
す
る
必

要
が
あ
る
。
資
格
取
得
の
た
め
の
助
成

を
要
望
す
る
が
ど
う
か
。

農
林	

令
和
３
年
は
穂
高
地
域
、
令
和
４
年
は

堀
金
地
域
で
保
安
講
習
会
が
行
わ
れ
、

耕
地
林
務
課
職
員
３
人
も
受
講
し
た
。

今
後
ど
ん
な
支
援
が
で
き
る
か
検
討
し

て
い
く
。

　
問	

子
育
て
応
援
ア
プ
リ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

子
育
て
の
孤
立
を
防
ぎ
、
家
族
み
ん
な

で
子
ど
も
の
成
長
を
喜
び
合
え
る
環
境

づ
く
り
に
適
し
た
も
の
。
国
も
母
子
手

帳
の
電
子
化
を
検
討
し
て
い
る
。
本
市

の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

保
健	

令
和
４
年
10
月
か
ら
「
母
子
モ
」
と
い

う
ア
プ
リ
を
運
用
開
始
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
に
つ
い
て

農
業
者
支
援

会派 あづみ野
中村 今朝子

　守りたい！安曇野の農業

子
育
て
支
援
の
拡
充

地
域
の
課
題
、
早
く
解
決
す
る
に
は

「
自
転
車
通
行
可
」
が
分
か
り
づ
ら
い

三
郷
悪
臭
問
題
の
完
全
解
決
を

※
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９月
定例会 市政のここが聴きたい!!

か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
予
定
地
は
最
後

の
開
発
と
考
え
る
聖
地
で
あ
り
、
地
元

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
考

え
て
い
き
た
い
。

　
問	

県
道
３
１
６
号
立
石
交
差
点
、
県
道
４

	

９
５
号
光
橋
西
交
差
点
、
国
道
第
１
４

	

７
号
豊
科
駅
入
口
交
差
点
に
右
折
レ
ー

ン
の
新
設
は
ど
う
か
。

建
設	

沿
線
地
権
者
や
地
域
の
理
解
と
協
力
が

必
要
不
可
欠
。
国
、
県
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
む
。

一 般 質 問

★
答
弁
者
の
表
記
★　
市
長
→
市
長　
副
市
長
→
副
長　
教
育
長
→
教
長　
危
機
管
理
監
→
危
機　
総
務
部
長
→
総
務　
政
策
部
長
→
政
策　
市
民
生
活
部
長
→
生
活　
福
祉
部
長
→
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
→
保
健　
農
林
部
長
→
農
林　
都
市
建
設
部
長
→
建
設　
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長
→
商
工　
上
下
水
道
部
長
→
水
道　
教
育
部
長
→
教
部

※
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
…
本
来
は
捨
て
ら
れ
る
は
ず
の
製
品
に
、
新
た
な
価
値
を
与
え
て
再
生
す
る
こ
と
。

　
問	

安
曇
野
の
わ
さ
び
の
位
置
付
け
は
。

市
長	

市
の
花
で
あ
り
後
世
ま
で
守
り
た
い
。

国
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
施
策
を
展
開
す
る
。

　
問	

わ
さ
び
の
振
興
策
は
。

農
林	

販
路
開
拓
の
イ
ベ
ン
ト
や
海
外
Ｐ
Ｒ
、

生
産
者
の
後
継
者
支
援
な
ど
を
し
て
い

る
。
今
後
は
地
産
地
消
を
進
め
る
。

　
問	

地
理
的
表
示
や
地
域
団
体
商
標
は
。

農
林	

関
係
機
関
で
ま
さ
に
検
討
し
て
い
る
。

　
問	

振
興
強
化
の
た
め
、
研
究
機
関
、
土
地

改
良
、
専
門
部
署
の
設
置
は
ど
う
か
。

農
林	

苗
の
育
成
な
ど
課
題
を
整
理
し
、
県
の

野
菜
花か

き
試
験
場
に
相
談
し
対
策
す
る
。

土
地
改
良
は
地
権
者
の
同
意
、
費
用
の

負
担
な
ど
理
解
醸じ

ょ
う
せ
い

成
が
必
要
。
専
門
部

署
は
設
置
せ
ず
現
体
制
で
進
め
て
い
く
。

　
問	

市
長
の
見
解
は
。

市
長	

給
食
を
教
育
の
一
環
と
捉
え
た
「
安
曇

野
型
食
育
」
を
構
築
し
た
い
。

　
問	

学
校
給
食
の
地
場
産
物
の
使
用
率
は
。

教
育	

セ
ン
タ
ー
ご
と
の
値
は
あ
る
が
、
年
２

回
の
サ
ン
プ
ル
値
で
あ
る
た
め
、
今
後

は
デ
ー
タ
の
取
り
方
を
改
善
す
る
。

　
問	

地
産
地
消
推
進
は
生
産
者
支
援
に
な
る
。

食
材
の
市
内
産
率
を
高
め
て
は
ど
う
か
。

農
林	

食
材
の
安
定
供
給
と
出
荷
時
期
、
出
荷

基
準
な
ど
共
有
し
使
用
率
向
上
を
図
る
。

　
問	

レ
シ
ピ
公
募
、
友
好
都
市
へ
安
曇
野
産

物
と
セ
ッ
ト
で
レ
シ
ピ
を
紹
介
す
る
な

ど
本
市
ら
し
い
取
り
組
み
を
し
て
は
。

教
育	
関
係
部
局
と
連
携
し
、
今
後
も
特
色
あ

る
学
校
給
食
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　
問	

平
成
27
年
新
博
物
館
構
想
の
状
況
は
。

教
育	

収
蔵
の
整
理
作
業
が
十
分
で
き
て
な
い
。

市
長	「
人
」
と
安
曇
野
の
発
展
を
テ
ー
マ
に
す

る
な
ど
、
検
討
を
進
め
る
。

政和クラブ
小林 陽子

安
曇
野
の
わ
さ
び
振
興
は

本
市
ら
し
い
学
校
給
食
事
業
は

市の花　わさび

政和クラブ
松枝 　功

　
問	

先
日
、
明
科
地
域
で
過
疎
対
策
に
つ
い

て
の
市
民
と
の
意
見
交
換
会
が
開
か
れ

た
。
こ
の
時
の
窮
状
を
訴
え
る
声
や
活

性
化
の
プ
ラ
ン
を
掘
り
下
げ
た
い
。
潮

沢
地
区
な
ど
人
口
減
少
の
著
し
い
地
区

で
は
、
長
野
市
の
「
や
ま
ざ
と
支
援
交

付
金
」
の
よ
う
な
、
使
い
勝
手
の
良
い

一
定
の
財
源
を
地
区
に
交
付
し
、
地
域

社
会
の
維
持
を
自
ら
が
進
め
ら
れ
る
制

度
を
創
設
で
き
な
い
か
。

政
策	

過
疎
地
域
発
展
計
画
に
位
置
付
け
れ
ば

過
疎
債
の
活
用
は
可
能
と
な
る
。

　
問	

潮
沢
地
区
の
「
廃
線
敷
」
や
「
ケ
ヤ
キ

美
林
」
の
管
理
に
携
わ
る
地
元
有
志
の

会
も
高
齢
化
な
ど
で
限
界
と
の
こ
と
。

市
の
公
園
の
位
置
づ
け
、
観
光
資
源
の

価
値
も
発
揮
で
き
る
よ
う
行
き
届
い
た

管
理
が
な
さ
れ
る
体
制
と
す
べ
き
で
は
。

商
工	
地
域
と
話
す
中
で
必
要
に
応
じ
、
公
園

指
定
や
指
定
管
理
制
度
の
導
入
を
考
え

た
い
。

　
問	

市
は
「
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
聖
地

化
」
を
目
指
し
て
い
る
が
、
明
科
地
域

は
地
形
的
に
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の

適
地
。
カ
ヌ
ー
も
盛
ん
だ
が
全
般
を
見

据
え
た
拠
点
整
備
な
ど
の
考
え
は
。

市
長	

明
科
地
域
が
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
た

こ
と
を
逆
に
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
地
域

や
専
門
家
の
声
も
聞
き
な
が
ら
、
過
疎

債
の
活
用
を
念
頭
に
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ス

ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
な
る
施
設
整
備
を
考

え
た
い
。

　
問	

農
村
女
性
の
活
躍
の
場
、
明
科
農
産
物

加
工
交
流
施
設
「
え
べ
や
」
も
施
設
が

手
狭
で
老
朽
化
も
進
む
と
聞
く
。
過
疎

債
を
活
用
し
て
の
施
設
の
拡
張
整
備
や

設
備
更
新
、
後
継
者
が
育
つ
運
営
に
転

化
で
き
る
よ
う
な
支
援
の
考
え
は
。

農
林	

運
営
す
る
人
々
の
意
見
も
聞
く
中
で
支

援
を
継
続
し
、
過
疎
債
の
有
効
な
活
用

に
つ
い
て
も
考
え
た
い
。

前川でカヌーを楽しむ若者たち

明
科
地
域
で
の
過
疎
対
策

事
業
へ
の
取
り
組
み

　
問	

本
市
で
は
、合
併
年
の
平
成
17
年
に
「
安

曇
野
市
差
別
撤
廃
人
権
擁
護
に
関
す
る

条
例
」
を
施
行
し
た
。
審
議
会
を
置
く

と
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
審
議
会
が
開
か

れ
た
形
跡
が
な
い
が
、
状
況
は
。

政
策	

合
併
以
来
、
委
員
の
任
命
や
審
議
会
の

設
置
、
審
議
会
を
開
催
し
た
記
録
は
な

い
。

　
問	

安
曇
野
市
と
し
て
人
権
問
題
、
人
権
擁

護
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長	

人
権
は
、
人
が
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、

自
由
で
幸
福
に
生
活
し
て
い
く
た
め
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
権
利
。

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
持
続
可
能
で
多

様
性
と
包
摂
性
の
あ
る
地
域
社
会
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

　
問	

長
年
、
動
き
の
無
か
っ
た
本
条
例
を
、

今
後
も
こ
の
ま
ま
保
持
し
て
い
く
の
か
。

政
策	

こ
れ
ま
で
の
経
過
や
背
景
な
ど
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
現
在
、
安
曇
野
市
多
様
性

を
尊
重
し
合
う
共
生
社
会
づ
く
り
条
例

と
の
一
本
化
は
考
え
て
い
な
い
。

　
問	

安
曇
野
市
と
し
て
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
を

推
進
、
奨
励
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

生
活	

ご
み
減
量
に
向
け
て
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル

の
取
り
組
み
は
今
後
重
要
に
な
っ
て
く

る
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
理
念
を
広

め
て
い
く
。

　
問	

全
国
で
も
導
入
実
績
の
あ
る
「
ジ
モ

テ
ィ
ー
」
を
利
活
用
し
た
官
民
連
携
の

ご
み
減
量
の
取
り
組
み
を
当
市
に
も
導

入
で
き
な
い
か
、
そ
の
可
能
性
は
。

生
活	

安
曇
野
市
で
展
開
す
る
に
は
、
諸
課
題

が
見
受
け
ら
れ
る
。
今
後
、
穂
高
広
域

施
設
組
合
と
も
連
携
し
、
他
市
の
事
例

を
研
究
し
て
い
く
。

全
国
で
導
入
が
進
む
官
民

連
携
の
ご
み
減
量
の
提
案

政和クラブ
矢澤 毅彦

交
通
渋
滞
解
消
に
関
し
て

市
の
人
権
条
例
に
つ
い
て

ご
み
の
減
量
政
策
に
つ
い
て

無所属
内川 集雄

　
問	（
仮
称
）
安
曇
野
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

新
設
地
は
、
豊
科
光
、
明
科
光
地
籍
で

あ
り
、
躍
動
す
る
安
曇
野
に
は
、
安
曇

野
が
光
る
、
安
曇
野
光
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
を
正
式
名
称
と
し
て
ほ
し
い
が
。

市
長	

ネ
ク
ス
コ
東
日
本
で
は
、
地
元
自
治
体

等
の
意
見
を
踏
ま
え
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
名
称
の
考
え
方
と
し
て
、
高
速

道
路
を
利
用
す
る
人
の
利
便
性
を
考
え
、

所
在
地
を
簡
潔
で
分
か
り
や
す
く
示
す

必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
関
係
者
に

確
認
し
、
検
討
を
行
う
。

　
問	

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
は
立
派
な
観
光

資
源
で
あ
る
。
景
観
が
す
ば
ら
し
い
安

曇
野
光
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）

付
近
に
、
先
人
が
残
し
た
自
然
の
美
し

さ
を
生
か
し
て
い
る
「
ラ	

コ
リ
ー
ナ
近

江
八
幡
」
の
よ
う
な
施
設
を
模
し
て
、

安
曇
野
な
ら
で
は
の
美
し
い
景
観
を
生

か
し
た
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
を
、
誘
致
し
た

ら
ど
う
か
。

市
長	

地
域
の
皆
さ
ん
、
地
権
者
の
皆
さ
ん
に

意
見
を
聴
き
、
必
要
な
調
査
を
実
施
す

る
。「
ラ	

コ
リ
ー
ナ
近
江
八
幡
」
は
、

私
も
行
っ
た
。
ど
う
い
っ
た
形
に
な
る

安
曇
野
光
Ｉ
Ｃ
と
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
誘
致
は

（仮称）安曇野北インターチェンジ新設予定地

新
博
物
館
構
想
の
検
討
状
況
は

※
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９月
定例会 市政のここが聴きたい!! 一 般 質 問

★
答
弁
者
の
表
記
★　
市
長
→
市
長　
副
市
長
→
副
長　
教
育
長
→
教
長　
危
機
管
理
監
→
危
機　
総
務
部
長
→
総
務　
政
策
部
長
→
政
策　
市
民
生
活
部
長
→
生
活　
福
祉
部
長
→
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
→
保
健　
農
林
部
長
→
農
林　
都
市
建
設
部
長
→
建
設　
商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
部
長
→
商
工　
上
下
水
道
部
長
→
水
道　
教
育
部
長
→
教
部

安
曇
野
赤
十
字
病
院

支
援
に
つ
い
て

会派 あづみ野
大竹 啓正

　
問	

約
５
千
万
円
の
財
政
支
援
発
表
を
機
に

市
民
か
ら
多
く
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

今
後
の
医
療
提
供
へ
の
不
安
、
病
院
運

営
面
の
不
信
、
過
去
の
患
者
対
応
の
不

満
な
ど
。
市
立
病
院
で
は
な
い
が
、
建

設
時
に
三
十
数
億
円
を
拠
出
。
今
回
の

要
請
に
経
営
状
況
の
報
告
は
。

保
健	

運
営
協
議
会
で
経
営
状
況
が
報
告
さ
れ
、

監
査
に
も
立
ち
会
い
、
細
部
も
把
握
し

て
い
る
。
経
営
は
改
善
方
向
で
あ
っ
た

が
新
型
コ
ロ
ナ
が
影
響
し
た
。
令
和
４

年
６
月
市
長
が
会
長
に
就
任
し
た
。

　
問	

地
域
医
療
福
祉
の
拠
点
と
し
て
の
機
能

保
持
が
必
要
で
あ
り
、
市
と
し
て
の
運

営
上
の
関
与
に
つ
い
て
。

副
長	

医
療
法
31
条
規
定
の
公
的
医
療
機
関
と

し
て
様
々
な
分
野
の
市
民
病
院
的
役
割

を
担
い
、
安
心
な
市
民
生
活
の
た
め
に

も
医
療
体
制
確
保
は
重
要
で
あ
り
連
携

を
し
て
い
る
。
感
染
症
対
策
協
力
、
不

採
算
医
療
分
野
も
担
い
、
公
共
的
要
素

を
多
く
持
ち
経
営
改
善
に
も
懸
命
に
取

り
組
ん
で
お
り
支
援
に
理
解
を
。

　
問	

地
域
医
療
の
中
核
を
担
う
同
病
院
の
経

営
安
定
と
良
質
な
医
療
の
提
供
を
期
待

す
る
。
市
と
し
て
財
務
、
統
治
面
の
関

与
や
支
援
の
意
向
は
。

市
長	

唯
一
の
公
的
医
療
機
関
。
従
前
か
ら
市

民
病
院
の
役
割
を
担
う
。
災
害
対
応
に

も
不
可
欠
な
存
在
で
あ
り
、
病
院
機
能

維
持
、
発
展
は
市
民
の
要
望
。
医
療
体

制
確
保
に
長
期
的
視
野
で
必
要
な
支
援

と
経
営
改
善
に
つ
い
て
は
関
与
を
。

　
問	

国
際
的
評
価
が
極
め
て
高
い
故
元
首
相
。

弔
問
外
交
は
国
益
に
沿
う
。
民
主
主
義

に
対
す
る
挑
戦
を
封
ず
る
の
が
こ
の
国

葬
の
意
義
。
市
の
弔
意
の
表
示
は
。

総
務	

国
等
の
要
請
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。地域の医療拠点　安曇野赤十字病院

元
首
相
国
葬
の
市
の
対
応
に
つ
い
て

無所属
増田 望三郎

　
問	

農
水
省
は
２
０
２
１
年
、
農
林
水
産
業

全
体
の
生
産
力
と
持
続
可
能
性
と
を
矛

盾
せ
ず
高
め
て
い
く
「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
（
以
下
、
戦
略
）」
を
策

定
し
た
。
農
業
に
お
け
る
持
続
可
能
性

と
は
、
脱
炭
素
や
海
外
依
存
か
ら
の
脱

却
だ
け
で
な
く
、
安
曇
野
の
生
物
環
境
、

水
環
境
に
つ
い
て
も
考
慮
す
べ
き
だ
。

化
学
肥
料
を
多
用
す
る
市
の
慣
行
農
業

は
持
続
可
能
か
。
市
の
地
下
水
も
一
部
、

水
質
は
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
。
市
も

戦
略
に
沿
っ
た
方
向
、
化
学
農
薬
や
化

学
肥
料
の
減
、
有
機
農
業
の
拡
大
へ
舵

を
切
る
の
か
。

市
長	

有
機
農
業
は
非
常
に
手
間
が
か
か
り
、

今
の
高
齢
化
し
た
農
業
生
産
者
に
は
な

か
な
か
難
し
い
が
、
中
長
期
的
に
は
そ

の
選
択
し
か
あ
り
得
な
い
。

　
問	

有
機
農
業
へ
の
移
行
を
促
す
端
緒
と
し

て
、
学
校
給
食
に
有
機
米
の
導
入
を
提

案
す
る
。
既
に
年
に
１
回
取
り
入
れ
て

い
る
が
、
そ
の
考
え
は
。

教
長	

子
ど
も
や
保
護
者
が
環
境
負
荷
の
少
な

い
農
業
に
関
心
を
持
つ
こ
と
は
非
常
に

大
切
。
農
家
が
日
々
努
力
と
工
夫
を
重

ね
て
い
る
事
実
も
知
ら
せ
る
こ
と
は
必

要
。
そ
の
認
識
に
立
っ
て
提
供
し
た
。

　
問	

行
政
に
よ
る
公
共
調
達
で
消
費
の
部
分

を
支
え
る
。
こ
の
出
口
戦
略
が
あ
れ
ば
、

安
曇
野
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
よ

り
安
全
・
安
心
な
お
米
を
生
産
し
、
か

つ
売
価
が
通
常
の
倍
と
な
る
有
機
米
を

作
ろ
う
と
い
う
農
家
は
出
て
く
る
。
給

食
の
有
機
米
を
学
期
に
１
回
、
月
１
回

と
増
や
し
て
い
け
な
い
か
。

教
長	

年
１
回
程
度
続
け
て
い
け
れ
ば
。

市
長	

も
う
少
し
増
や
し
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
。
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
で
徐
々
に

広
げ
て
い
く
の
が
有
機
農
法
に
ふ
さ
わ

し
い
や
り
方
。

安曇野でも行われる果樹の無施肥栽培

持
続
可
能
な
農
業
へ
転
換

給
食
の
有
機
米
を
端
緒
に

※

　
問	

児
童
館
の
指
定
管
理
に
関
し
て
、
リ
ス

ク
分
担
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

教
部	

リ
ス
ク
分
担
は
、
14
項
目
に
わ
た
り
基

本
協
定
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

施
設
修
繕
、
備
品
購
入
、
備
品
の
修
繕

に
つ
い
て
、
５
万
円
未
満
の
も
の
は
指

定
管
理
者
（
社
協
）
が
分
担
し
、
５
万

円
以
上
の
も
の
は
協
議
す
る
。

　
問	

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
抗
原
検
査
キ
ッ
ト

は
、
市
の
防
災
用
備
蓄
品
を
充
て
て
い

た
が
、
備
蓄
品
が
な
く
な
り
、
協
議
の

際
に
「
必
要
で
あ
れ
ば
社
協
で
購
入
を
」

と
言
わ
れ
た
そ
う
だ
。
社
協
職
員
が
不

安
に
な
ら
ず
、
安
心
し
て
事
業
を
継
続

し
て
い
く
た
め
に
も
市
が
ま
と
め
て
購

入
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

教
部	

抗
原
検
査
キ
ッ
ト
は
、
社
会
機
能
の
停

滞
を
防
ぐ
た
め
に
県
か
ら
市
に
提
供
さ

れ
た
も
の
を
配
布
し
た
。
ま
た
、
協
定

書
に
は
管
理
業
務
に
必
要
な
消
耗
品
等

は
指
定
管
理
者
が
負
担
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

　
問	

厚
労
省
か
ら
の
事
務
連
絡
に
は
、「
抗
原

検
査
キ
ッ
ト
は
自
治
体
等
が
ま
と
め
て

入
手
す
る
こ
と
で
よ
り
円
滑
な
確
保
が

可
能
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
事
業
継
続

の
た
め
に
は
、
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
常

備
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

令
和
５
年
度
か
ら
５
年
間
の
指
定
管
理

者
の
募
集
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
の
今
後
、
市
と
し
て
ま
と
め

て
購
入
す
る
こ
と
を
協
定
書
の
中
に
明

示
し
て
お
く
こ
と
は
ど
う
か
。

教
部	

合
意
が
で
き
れ
ば
可
能
か
と
思
う
が
、

あ
く
ま
で
交
渉
の
中
で
や
っ
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
病
児
・
病
後
児
保
育
の
再
開

〇
碌
山
美
術
館
に
つ
い
て

児
童
館
・
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
運
営
に
つ
い
て

日本共産党
安曇野市議団

猪狩 久美子

ボルダリング設備がある明科児童館

　
問	

三
郷
西
部
認
定
こ
ど
も
園
方
向
性
検
討

委
員
会
（
以
下
、検
討
委
員
会
）
の
「
公

設
公
営
。
民
営
化
を
承
諾
で
き
な
い
」

と
い
う
報
告
へ
の
市
長
の
考
え
は
。

市
長	

報
告
に
よ
り
市
の
民
営
化
中
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
を
公
設
民
営
に
見
直
し
た
。
園

の
設
置
は
市
で
、
教
育
保
育
環
境
は
民

間
事
業
者
と
整
え
る
も
の
だ
。
報
告
は

地
域
が
主
体
的
に
勉
強
し
て
検
討
し
た

も
の
で
あ
り
、
地
域
で
子
ど
も
を
育
て

て
い
こ
う
と
す
る
熱
意
を
強
く
感
じ
る
。

　
問	

検
討
委
員
会
の
最
終
回
答
に
つ
い
て
伺

う
。
第
一
に
保
育
を
受
け
る
子
ど
も
の

視
点
に
立
つ
客
観
的
で
多
角
的
な
保
育

の
質
の
議
論
が
不
足
し
て
い
た
点
は
。

市
長	

こ
の
議
論
が
初
め
か
ら
必
要
だ
っ
た
。

民
営
化
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
、
保
育
の
質

に
つ
い
て
よ
り
深
く
具
体
的
に
進
め
る
。

　
問	

第
二
に
、
保
護
者
の
立
場
を
理
解
し
丁

寧
で
詳
細
な
説
明
を
求
め
る
点
は
。

市
長	

今
後
も
説
明
を
続
け
、
理
解
を
得
る
。

　
問	

第
三
に
、
小
倉
地
区
住
民
に
つ
い
て
は
。

市
長	

地
域
の
声
を
聴
き
適
切
な
運
営
を
す
る
。

　
問	

第
四
に
、
将
来
に
わ
た
る
存
続
は
。

市
長	

民
間
委
託
後
も
園
を
維
持
、
支
え
る
。

　
問	

特
色
あ
る
園
を
民
に
任
せ
る
の
か
。

市
長	

地
域
で
で
き
る
公
設
民
営
を
目
指
し
、

園
の
こ
れ
か
ら
を
プ
ラ
ス
に
考
え
る
。

　
問	

定
数
改
善
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
は
。

市
長	

国
の
配
置
基
準
、
報
酬
を
引
き
上
げ
た
。

　
問	

西
部
や
東
部
園
の
民
営
化
の
見
直
し
は
。

市
長	

東
部
は
見
直
し
を
検
討
す
る
。
西
部
園

は
最
終
回
答
で
合
意
で
き
た
。
蒸
し
返

し
て
元
に
戻
す
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
問	

生
活
保
護
制
度
周
知
の
チ
ラ
シ
な
ど
は
。

福
祉	

近
隣
の
状
況
を
参
考
に
す
る
。

　
問	

生
活
困
窮
者
、
子
ど
も
へ
の
支
援
は
。

市
長	

国
の
交
付
金
増
額
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

三
郷
西
部
認
定
こ
ど
も
園
は

公
営
を
維
持
す
べ
き
だ

日本共産党
安曇野市議団

井出 勝正

西部園の地域では、果樹園の一角に
「遊びの広場」を仮設して見守りも

コ
ロ
ナ
禍
、
市
民
支
援
を

※
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
…
農
業
に
お
け
る
持
続
可
能
性
と
生
産
性
の
両
立
を
目
指
す
国
の
食
料
戦
略
。
化
学
農
薬
50
％
減
、
化
学
肥
料
30
％
減
、
有
機
農
業
の
面
積
増
加
な
ど
数
値
目
標
を
定
め
て
い
る
。
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９月
定例会 市政のここが聴きたい!! 一 般 質 問

※
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
…
「
ワ
ー
ク
」
と
「
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、
普
段
の
職
場
と
異
な
る
リ
ゾ
ー
ト
地
や
観
光
地
で
働
き
な
が
ら
休
暇
を
取
る
こ
と
。

※
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
…
専
用
の
個
室
空
間
で
は
な
く
共
有
型
の
オ
ー
プ
ン
空
間
で
、
個
別
の
仕
事
や
勉
強
に
取
り
組
む
場
所
の
こ
と
。

※
吹
き
こ
ぼ
れ
…
能
力
の
高
い
児
童
生
徒
が
、
通
常
の
授
業
内
容
に
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
、
疎
外
感
を
持
つ
こ
と
。

　
問	

か
じ
か
の
里
公
園
は
、
安
曇
野
の
魅
力

を
全
国
に
発
信
す
る
た
め
に
大
き
な
影

響
力
が
あ
る
公
園
で
あ
り
、
北
ア
ル
プ

ス
が
展
望
で
き
る
絶
景
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
あ
る
。
ま
た
、
約
16
年
間
行
っ
た

か
じ
か
の
養
殖
事
業
を
通
じ
て
、
市
民

の
水
環
境
意
識
向
上
に
寄
与
。
自
然
豊

か
な
安
曇
野
と
、
水
の
清
ら
か
さ
を
体

現
し
て
い
る
場
所
で
あ
る
。
令
和
５
年

開
園
30
周
年
を
迎
え
る
、
本
公
園
の
未

来
像
は
。

市
長	

か
じ
か
の
里
公
園
は
、
旧
穂
高
町
時
代

に
か
じ
か
の
養
殖
等
を
通
じ
、
河
川
美

化
、
水
質
へ
の
住
民
の
意
識
向
上
を
図

る
た
め
に
、
国
の
村
お
こ
し
モ
デ
ル
事

業
を
活
用
し
て
整
備
さ
れ
た
。
当
初
の

目
的
は
一
定
以
上
達
成
さ
れ
、
現
在
は

市
民
の
憩
い
の
場
、
観
光
振
興
に
寄
与

す
る
公
園
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

安
曇
野
を
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
聖

地
に
す
る
重
要
な
拠
点
の
一
つ
で
あ
り
、

令
和
５
年
に
30
周
年
と
い
う
こ
と
で
、

今
後
の
整
備
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

　
問	

公
園
中
央
に
あ
る
「
か
じ
か
ば
し
」
は

公
園
の
第
二
の
シ
ン
ボ
ル
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
が
、
現
在
こ
の
橋
が
閉

鎖
さ
れ
て
い
る
。
閉
鎖
に
至
る
ま
で
の

経
緯
は
。

商
工	

鉄
骨
造
の
た
め
、
構
造
上
問
題
は
な
い

が
木
製
の
通
行
部
分
が
老
朽
化
に
よ
る

腐
食
等
の
た
め
、
令
和
２
年
９
月
か
ら

閉
鎖
し
て
い
る
。

　
問	「
か
じ
か
ば
し
」
の
復
旧
は
。

商
工	

木
製
部
分
の
み
交
換
す
る
場
合
で
も
、

橋
全
体
に
足
場
を
設
け
る
大
規
模
な
工

事
と
な
る
た
め
、
予
算
措
置
や
工
事
の

方
法
、
時
期
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

か
じ
か
の
里
公
園
に
つ
い
て

無所属
増井 裕壽

30 周年を迎える公園を見つめるかじか像

無所属
小林 純子

　
問	

明
治
の
学
制
公
布
か
ら
１
５
０
年
、
み

ん
な
で
同
じ
こ
と
を
、
同
じ
ペ
ー
ス
で
、

同
じ
よ
う
な
や
り
方
で
、
同
年
齢
の
学

年
学
級
制
の
中
で
、
教
科
ご
と
の
出
来

合
い
の
問
い
と
答
え
を
一
斉
に
勉
強
さ

せ
る
学
校
の
シ
ス
テ
ム
は
変
わ
ら
な
い
。

不
登
校
、
い
じ
め
、
体
罰
、
虐
待
、
落

ち
こ
ぼ
れ
、
吹
き
こ
ぼ
れ
、
同
調
圧
力

等
々
、
今
日
の
学
校
で
起
こ
っ
て
い
る

こ
と
は
、
こ
の
変
わ
ら
な
い
学
校
の
構

造
的
な
問
題
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

教
長	

構
造
的
な
問
題
が
全
て
で
は
な
い
と
思

う
が
、
講
義
中
心
の
一
斉
授
業
の
形
態
、

画
一
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
、
な
か

な
か
変
え
ら
れ
ず
に
い
る
こ
と
も
事
実

だ
。
そ
れ
で
も
現
時
点
で
、
学
校
は
理

想
と
す
る
方
向
に
進
ん
で
い
る
手
応
え

は
あ
る
。

　
問	

現
在
の
市
教
委
・
学
校
の
取
り
組
み
は

従
来
の
シ
ス
テ
ム
に
乗
っ
た
も
の
だ
。

そ
こ
を
発
想
転
換
し
て
、
学
び
の
個
別

化
、
子
ど
も
た
ち
の
探
究
心
・
好
奇
心

を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
核
に
据
え
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
授
業
、
通
知
表
等
の
評
価

手
段
を
変
え
る
等
々
、
学
校
の
構
造
転

換
と
し
て
提
案
す
る
が
、
ど
う
か
。

教
部	

提
案
を
参
考
と
す
る
。

　
問	

１
５
０
年
変
わ
ら
ぬ
学
校
の
構
造
の
中

で
「
学
校
や
教
師
は
間
違
っ
て
は
な
ら

な
い
、
正
し
く
あ
る
べ
き
」
と
い
う
呪

い
に
も
似
た
も
の
が
内
面
化
し
て
お
り
、

学
校
や
教
育
行
政
が
自
己
保
身
の
対
応

に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
か
。
最
近

の
学
校
事
故
・
事
件
か
ら
問
う
。

教
長	

正
し
さ
に
縛
ら
れ
て
い
る
と
い
う
認
識

は
な
い
。
子
ど
も
を
力
に
よ
っ
て
制
す

る
こ
と
は
、
教
育
の
場
か
ら
排
除
す
べ

き
。
危
機
管
理
に
は
、
子
ど
も
や
保
護

者
に
不
安
を
与
え
ぬ
よ
う
、
丁
寧
な
説

明
が
大
事
で
あ
る
と
の
教
訓
を
得
た
。

教室の形は教育観にも大きく影響します

１
５
０
年
変
わ
ら
な
い

学
校
に
発
想
・
構
造
転
換
を

　
問	

再
配
置
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長	

市
政
策
と
の
関
連
を
考
慮
し
検
討
す
る
。

教
長	

市
政
策
と
の
整
合
性
を
吟
味
し
進
め
る
。

　
問	

市
内
５
地
域
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
改
修
は
。

福
祉	

整
備
を
進
め
５
地
域
に
維
持
し
て
い
く
。

　
問	

児
童
館
の
改
修
や
新
築
・
更
新
と
、
子

育
て
支
援
拠
点
施
設
の
強
化
を
。

教
部	

豊
科
中
央
児
童
館
と
高た

き
べ家

児
童
館
を
統

廃
合
の
計
画
。
児
童
館
を
地
域
の
子
育

て
支
援
拠
点
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
問	

市
営
住
宅
の
改
修
や
新
築
・
更
新
を
。

建
設	

長
寿
命
化
計
画
に
よ
り
整
備
を
進
め
る
。

　
問	

促
進
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長	

本
市
に
合
っ
た
取
り
組
み
を
支
援
す
る
。

生
活	

本
市
の
子
育
て
を
積
極
的
に
宣
伝
す
る
。

　
問	
市
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の
充
実
と
市

　
　
　
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
創
設
を
。

商
工	
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
再
確

認
す
る
。
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
は

民
間
事
業
者
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
。

　
問	

過
疎
債
で
明
科
北
と
明
科
南
の
認
定
こ

ど
も
園
を
充
実
さ
せ
移
住
受
け
入
れ
を
。

政
策	

園
の
増
改
築
等
に
過
疎
債
活
用
は
可
能
。

教
部	

提
案
は
参
考
に
す
る
。

　
問	

目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長	

駅
駐
輪
場
屋
根
の
設
置
準
備
を
進
め
る
。

駅
員
配
置
は
継
続
す
る
。
鉄
道
駅
や「
あ

づ
み
ん
」
を
充
実
さ
せ
便
利
に
す
る
。

　
問	

有
明
駅
と
安
曇
追
分
駅
駐
輪
場
屋
根
は
。

建
設	

引
き
続
き
設
置
の
調
整
を
進
め
て
い
く
。

　
問	

安
曇
追
分
駅
等
６
駅
無
人
化
再
検
討
は
。

商
工	

令
和
５
年
度
も
本
年
度
同
様
に
委
託
。

　
問	「
あ
づ
み
ん
」
等
の
改
善
、
充
実
を
。

政
策	

令
和
４
年
11
月
か
ら
刷
新
充
実
さ
せ
る
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
や
児
童
館
や

市
営
住
宅
の
再
配
置
は

政和クラブ
林　 孝彦

高家児童館と統廃合することになる
豊科中央児童館

駅
駐
輪
場
屋
根
設
置
と
駅
無
人
化
再
検

討
と
「
あ
づ
み
ん
」
等
の
改
善
充
実
は

こ
ど
も
園
留
学
と
子
連
れ
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
等
で
移
住
促
進
と
人
口
増
を

　
問	

世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合
は
、
信
者
や

家
族
の
生
活
や
人
生
を
破
壊
す
る
反
社

会
的
カ
ル
ト
集
団
で
あ
る
。
市
内
に
も

関
連
団
体
の
拠
点
が
あ
り
、
被
害
者
が

い
る
。
政
治
的
に
は
勝
共
連
合
と
し
て

政
治
に
深
く
関
わ
っ
て
き
た
。
世
界
平

和
統
一
家
庭
連
合
と
そ
の
関
連
団
体（
以

下
、
統
一
協
会
）
の
認
識
を
伺
う
。

市
長	

統
一
協
会
が
行
っ
て
い
る
反
社
会
的
行

為
に
は
反
対
で
あ
る
。

　
問	

市
長
選
挙
や
市
長
に
な
っ
て
か
ら
、
統

一
協
会
と
関
係
は
あ
っ
た
か
。

市
長	

一
切
関
係
な
い
。

　
問	

市
と
教
育
委
員
会
や
指
定
管
理
者
等
と
、

統
一
協
会
と
の
関
係
は
あ
っ
た
か
。

総
務	

過
去
３
年
間
、
関
係
は
な
い
。

教
長	

地
域
公
民
館
を
統
一
協
会
に
過
去
５
年

間
で
貸
し
た
こ
と
は
な
い
。
教
育
委
員

会
が
令
和
３
年
度
に
世
界
平
和
女
性
連

合
長
野
第
二
連
合
会
か
ら
申
請
の
あ
っ

た
女
子
留
学
生
日
本
語
弁
論
大
会
第
20

回
長
野
県
大
会
の
後
援
を
し
た
。

　
問	

市
民
に
反
省
・
謝
罪
す
べ
き
で
は
。

教
長	

後
援
を
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

　
問	

今
後
、
統
一
協
会
と
一
切
関
係
を
も
た

な
い
と
い
う
決
意
を
伺
う
。

市
長	

市
民
に
疑
念
を
持
た
れ
な
い
よ
う
十
分

留
意
を
し
て
い
く
。

教
長	

共
催
・
後
援
の
申
請
は
厳
正
審
査
す
る
。

　
問	

統
一
協
会
に
よ
る
被
害
の
相
談
窓
口
の

開
設
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長	

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
注
意
喚
起
し
て

い
る
。

　
問	

憲
法
違
反
で
、
法
的
根
拠
も
な
い
国
葬

は
中
止
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長	

弔
意
の
表
現
は
個
人
で
判
断
す
べ
き
だ
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

統
一
協
会
と
関
係
を
持
た
ず

相
談
窓
口
の
開
設
を

日本共産党
安曇野市議団

臼井 泰彦

全国霊感商法対策弁護士連絡会の
「声明」web ページから

安
倍
元
首
相
の
国
葬
中
止
を

※

※

※
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委員会視察報告

会派 議会事務局 モニター
アンケート

地図・
アクセス議員

松本市役所の環境・地域エネルギー課とつなぎリモート視察

間仕切りがある穂高東中学校の中間教室

全員協議会室からオンラインで結んだ行政視察

令
和
４
年
８
月
25
日
（
木
）

松
本
市
（
オ
ン
ラ
イ
ン
視
察
）

政
策
提
言
に
向
け
て
調
査
研
究

①
松
本
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消
計
画　

②
松
本
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
実
現
条
例
に
つ
い
て

①
は
、「
松
本
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
に

あ
る
対
策
の
一
つ
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
」
の

計
画
で
、
24
施
策
37
項
目
が
あ
る
。
②
は
、
令
和
４
年
度
に
施

行
。
再
エ
ネ
・
省
エ
ネ
、
公
共
交
通
、
脱
プ
ラ
等
の
生
活
ス
タ

イ
ル
の
３
つ
を「
ま
ち
づ
く
り
の
大
原
則
」に
据す

え
て
お
り
、「
条

例
制
定
」、「
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
の
設
立
」、「
産
官
学
＋
金

融
の
連
携
か
つ
広
域
連
携
」、「
地
域
性
を
生
か
し
た
脱
炭
素
先

行
地
域
」
を
４
本
柱
と
定
め
て
い
る
。
強
力
に
推
進
す
る
体
制

は
、
本
市
の
取
り
組
み
に
も
大
い
に
参
考
に
な
る
と
思
う
。

令
和
４
年
９
月
５
日
（
月
）・
７
日
（
水
）

穂
高
東
中
学
校
・
堀
金
小
学
校

政
策
提
言
の
調
査
研
究
の
一
環
と
し
て
、
不
登
校

ま
た
不
登
校
傾
向
に
あ
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
各
校
の
支
援

や
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
中
間
教
室
の
見
学
を
含
め
、
校
長
、

教
頭
、
支
援
員
よ
り
話
を
聴
い
た
。

不
登
校
者
数
は
全
国
的
に
み
て
も
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
国
や
県
の
平
均
よ
り
高
い
数
値
が
報

告
さ
れ
て
い
る
。
多
様
性
を
認
め
合
い
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
安
曇
野
市
を
実
現
す
る
た
め
に
は
様
々
な
支
援
が
必
要
で
は

あ
る
が
、
不
登
校
に
つ
い
て
は
一
人
ず
つ
ケ
ー
ス
が
違
う
の
で
、

そ
れ
相
応
の
寄
り
添
っ
た
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。
利
用
状

況
に
伴
う
支
援
員
不
足
の
問
題
点
な
ど
聞
い
た
が
、
そ
れ
ら
の

点
も
含
め
政
策
提
言
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
松
本
市
、
佐
久
市
の
関
連
部
局
に
オ
ン
ラ
イ
ン
視

察
を
行
い
、
安
曇
野
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
校
外
中
間
教

室
「
け
や
き
」
を
含
む
）
に
も
現
地
視
察
を
行
っ
た
。

令
和
４
年
７
月
５
日
（
火
）

千
曲
市
・
須
坂
市
（
オ
ン
ラ
イ
ン
視
察
）

政
策
提
言
テ
ー
マ
「
松
糸
道
路
建
設
に
伴
う
市
内

経
済
の
活
性
化
」
に
つ
い
て
研
究
す
る
た
め
、
先
進
地
で
あ

る
千
曲
市
、
須
坂
市
の
行
政
視
察
を
行
っ
た
。

両
市
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
開
発
や
企
業
誘

致
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
市
内
経
済
の
活
性
化
、

雇
用
の
創
出
等
の
持
続
可
能
な
都
市
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

た
。
取
り
組
み
の
方
針
の
相
違
で
、
進
捗
状
況
に
差
を
生
じ

て
お
り
、
研
究
の
余
地
を
感
じ
た
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
松
糸
道
路
建
設
が
事
業
化
さ
れ
、（
仮

称
）
安
曇
野
北
イ
ン
タ
ー
が
で
き
る
が
、
そ
れ
に
伴
い
市
内

経
済
の
活
性
化
、
雇
用
の
創
出
、
人
口
増
加
に
向
け
た
取
り

組
み
を
し
っ
か
り
と
考
え
て
い
き
た
い
。

総
務
環
境
委
員
会
視
察
報
告

福
祉
教
育
委
員
会
視
察
報
告

経
済
建
設
委
員
会
視
察
報
告

日　
程

日　
程

日　
程

視
察
先

視
察
先

視
察
先

内　
容

内　
容

内　
容

考　
察

考　
察
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 安曇野市議会　議会広報特別委員会
議会だよりモニターアンケート結果（66、67 号）

長野県安曇野市豊科 6000 番地
3.9　　　　　　  （モニターアンケート 34 件）

4.2

4.2

4.2

3.5

3.6

4.0

3.7

3.7

4.2

3.9

表紙や見出し 紙面構成や内容 SDGs 特集 定例会ページ 常任委員会
4.2 4.2 4.2 3.5 4.0

議案と議決結果 賛否が分かれた議案等 一般質問 議会のトリセツ 市民の声
3.6 3.7 3.7 3.9 4.2

表紙や見出し

紙面構成や内容

ＳＤＧｓ特集

定例会ページ

常任委員会

議案と議決結果

賛否が分かれた議案等

一般質問

議会のトリセツ

市民の声

（豊科地域 20 代）

（堀金地域 60 代）

（三郷地域 10 代）

（豊科地域 20 代）

（穂高地域 70 代）

（穂高地域 60 代）

（穂高地域 40 代）

（穂高地域 30 代）

（豊科地域 20 代）

（豊科地域 60 代）

表紙は季節に合ったイラストや子どもたちの可愛らしい写真を挿入していることで親しみやすさを感じます。ただ、空白スペー
スが少しもったいないような印象も受けたので、もう少し写真が大きくても良いのではないかと感じます。

ＳＤＧｓ特集のページは写真やイラストなどいろいろあり、文章に加えてそれぞれの議員の皆さんの特徴が表れていて非常に
良いと感じました。このようなページがもっと増えていけば、より市民に読まれる広報誌になるのではないかと思います。今
回は手に取りたくなる広報誌だと思いました。

議員さんの SDGs への取り組みが良く分かり、身近な部分から行動することの大切さに気付きました。レイアウトも見やすく、
良いと思いました。

ひとつの案について、可決の結果がわかりやすいです。サブタイトルがあることでどのような話し合いだったかが一目で分かり
やすくなっていると思います。

議案や陳情の内容をもう少し詳しく知りたい。もしくは、どこを参照すれば良いのかを示してほしい。

表の文字が小さい。虫めがねのイラストなどで関連ページを案内しているが、それも小さくて見る気にならない。

なぜ賛成、反対かの理由がわかればもっとよい。

二次元コードで本人が話している様子も見ることができて、雰囲気がわかってよいです。

大変分かりやすく解説されていると思いました。他にも詳しく知らない言葉がたくさんあると思うので、もっと知りたいです。

市民の声をひろってくれていて、記事の内容がほっこりします。

議会だよりモニターの皆さん、いつも貴重なご意見ありがとうございます。
参考にしながら、これからも読みやすく楽しい紙面づくりを目指します。引き続きよろしくお願いします。

アンケートの評価は以下の点数に変換しました。
良い まあよい 普通 あまり良くない 良くない

5 4 3 2 1

モニターアンケート総合 3.9　　　　　　　  （34件）

議会広報特別委員会からの返信
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ずくだせ！議会だより

買
い
に
来
た
人
が
欲
し
い
物
は
、

ド
リ
ル
で
は
無
く
穴
で
あ
る
。」

有
名
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
格
言
の
一
つ
で
、レ
ビ
ッ

ト
博
士
の
穴
理
論
と
い
う
格
言
で
す
。
見
聞
き
し

た
物
を
真
正
面
か
ら
捉
え
ず
、
違
う
方
向
か
ら
も

見
て
考
え
る
こ
と
で
ニ
ー
ズ
を
掴
む
と
い
う
考
え

方
で
す
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
だ
け
で
な
く
日
常
に

お
い
て
も
凄
く
重
要
な
の
で
は
と
私
は
考
え
ま
す
。

日
本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
乏
し
い
等

の
、
無
い
物
や
少
な
い
物
を
憂う

れ

う
報
道
、

情
報
に
踊
ら
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

世
界
中
が
干
ば
つ
で
苦
し
む
中
、
日

本
は
水
に
困
っ
て
い
な
い
。
他
に
米
、

砂
や
砂
利
、
石
灰
石
、
ヨ
ー
ド
、
働
け
る
元
気
な

ご
老
人
た
ち
と
い
っ
た
人
的
資
源
ｅ
ｔ
ｃ
。

　

掘
り
起
こ
せ
ば
結
構
な
資
源
が
日
本
に
は
存
在

し
て
い
る
こ
と
を
、
あ
ま
り
誰
も
語
ら
な
い
。

　

真
正
面
か
ら
の
情
報
だ
け
で
な
く
、
違
う
方
向

か
ら
、
有
る
物
に
着
目
、
熟
考
し
、
有
効
的
に
活

用
す
る
考
え
方
の
方
が
大
事
で
は
な
か
ろ
う
か
？

安
曇
野
に
生
ま
れ
育
ち
、
今
を
生
き
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
安
曇
野
に
は

未
だ
本
当
の
意
味
で
活
用
さ
れ
て
い
な
い
資
源
が

眠
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
今
こ
そ
、

皆
で
安
曇
野
と
い
う
地
を
再
認
識
、
熟
考
し
、
話

し
合
え
る
良
い
機
会
な
の
で
は
と
強
く
思
う
。

　

掘
り
起
こ
し
を
官
が
し
て
く
れ
る
と
い
う
の
な

ら
、
官
は
民
に
対
し
、
一
方
的
に
ド
リ
ル
を
売
り
つ

け
る
思
考
で
は
な
く
、
穴
を
開
け
る
こ
と
を
考
え
、

民
は
薦
め
ら
れ
る
が
ま
ま
ド
リ
ル
を
買
う
の
で
は
な

く
、
私
た
ち
が
欲
し
い
物
は
穴
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
伝
え
る
こ
と
を
、
私
も
含
め
行
っ
て
い
た
だ
き
た

く
思
う
。

安
曇
野
市
の
未
来
に
対
し
も
う
一
つ
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

文
学
者
ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ー
ナ
ー

ド
・
シ
ョ
ー
の
格
言
を
。

　
「
人
類
同
胞
に
対
す
る
最

大
の
罪
は
、
彼
ら
を
憎
む
こ

と
で
は
な
く
、
無
関
心
で
あ

る
こ
と
だ
。」

　この度、会派の構成変更により委員会編成も変
わり、副委員長を拝命しました。よろしくお願い
します。
　2013年、安曇野市は松本山雅のホームタウン
となり今年節目の10年目を迎えます。その間で日
本最高峰の J１のカテゴリーでも戦った過去もあ
ります。現在はＪ３のカテゴリーで戦っていますが、
私が、これを書いているのが9月末です。現在Ｊ
３、3位。この号が出るのが11月16日です。皆
さんのお手元に届くときは、あと残すところ1試
合の予定です。順位は何位なのか・・・。来年は
Ｊ２で戦えるのか、と思いながら書いております。
そして11月20日からは日本代表が出場するサッ
カーワールドカップも始まります。いろんなドキド
キがありそうな11月になるんだ
ろうなと思っております。
　議会だよりを楽しく読んでい
ただけましたら幸いです。

議会広報特別委員会副委員長　辻谷 洋一　

議会広報特別委員会
　委 員 長　小林純子　副委員長　辻谷洋一
　委 　 員　矢澤毅彦　大竹啓正　岡村典明　　橋本裕二
　　　　　　臼井泰彦　中村今朝子　井出勝正　猪狩久美子

遠藤　壮
そ う し

志さん
（堀金）

12月議会　定例会のお知らせ（予定）

請願・陳情は随時受け付けています。定例会ごとの受付締め切りは、議
会事務局にお問い合わせください。開会時間は、本会議10：00～
常任委員会10：00～  日程や開会時間は変更となる場合があります。

議会からのお知らせ

議会を聴きに行こう！議会を「あづみ野テレビ」・議会ホー
ムページ「インターネット中継」で観よう！
傍聴希望の方は、市議会議場（市役所本庁舎３階）へお越しください。
新型コロナウイルス対応のため、無料の託児サービスは現在休止中です。

公職選挙法に基づき、議員の寄附
行為の禁止を徹底します

地域行事、祭りなどへの寄附や差し入れ、
開店祝いや葬儀の花輪、病気見舞い（親族
以外）、中元、歳暮、入学・卒業祝い、代理
出席の場合の結婚祝い・香典など、議員が
寄附行為をすることは禁止です。

『寄附行為　しない、させない、求めない』

http://w
w

w
.
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w

w
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city.  azum
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azum
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違
う
方
向
か
ら
も
見
て
考
え
る

必要なのは？

「
ド
リ
ル
を

日 月 土火 水 木 金
23 24 25 26

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

常任委員会
（総務環境）

常任委員会
（経済建設）

常任委員会
（福祉教育）

本会議
一般質問
議案質疑
委員会付託

4 5

本会議
（閉会）

21 22

27 2 3

8 9 10

28 29 30
本会議
（開会）

本会議
（代表質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

11/20

6 7

議会運営委員会・
全員協議会

12/1

議会運営
委員会 全員協議会（勤労感謝の日）

し
か
し
、

私
は

最
後
に
、

昨
今
、

」
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